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ୈᶗষ　調査にࢸる経緯

　令和̑年 12 月、前橋市教育委員会（ҎԼʮ市教委ʯと͍う）大手町地に͓͚る։発に͚たٞڠが͋ͬ

た。֘地はपの埋蔵文化財แ蔵地ʮ前橋市 0131 遺跡ʯで͋るたΊ、文化財保護๏ୈ 93 条ୈ̍項のಧ

出を行うඞ要が͋るࢫをճし、ซͤて։発地पลでは前橋城の遺跡が調査されて͓り、埋蔵文化財のแ

蔵状況をѲするたΊ確認調査をඞ要とするࢫをえた。令和̒年̏月 11 日、ࢼ掘・確認調査ґཔがఏ出され、

ಉ年̏月 21 日に市教委にΑる確認調査を࣮ࢪし、前橋城に関࿈する柱穴や溝を確認した。遺跡の現状保ଘ

に͚てٞڠを行ͬたが、ܭըมߋがࠔで͋る͜とから、マンション建ஙൣғに͍ͭて記録保ଘを目的と

した発掘調査を࣮ࢪする͜とで߹ҙにͬࢸた。ಉ年̐月̐日に発掘調査ґཔ書が、ಉ年̐月 10 日に文化財保

護๏ୈ 93 条ୈ̍項のಧ出がఏ出された。

　発掘調査の࣮ࢪに͋たͬては、市教委Ӧでの調査࣮ࢪはࠔで͋るたΊ、市教委のཧ・ࢦಋのԼ、ຽ

間調査৫にΑる発掘調査とした。ಉ年̑月 24 日͚で։発者とຽ間調査৫で͋る株式会社シン技術コン

サル北関東ࢧళ、市教委をՃえた三者でڠఆをక݁し、発掘調査にண手した。

　な͓、遺跡名শʮ前橋城（車橋門北地点）ʯ（遺跡コードɿ6H62）のʮ前橋城ʯは近地点で࣮ࢪした発掘

調査の遺跡名を࠾༻し、ʮ（車橋門北地点）ʯは間近に͋る市ࢦఆ࢙跡ʮ前橋城車橋門跡ʯ北ํでの調査で͋る

たΊした。

前橋城（車橋門北地点）調査区

0 1ɿ2500 100N

ୈ 1 図　調査区位置図
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ୈᶘষ　遺跡の位置と境

ୈ̍અ　遺跡の立地（ୈ 2 図、ୈ 1 ද）

　前橋市は、群馬県の中ԝ෦やや南に位置する中֩市で͋る。市Ҭの北෦は上ໟ三ࢁのҰͭで͋る城ࢁの南

にがり、南෦は関東ฏの北西෦のҰ֯をΊて͍る。北東෦には、ෳ成Րࢁで͋る城ࢁの主ๆとなる

8281）ࢁᐻࠇN）が͋る。北෦は北から南に؇ࣼし、市֗地のがるฏ෦はւൈ 100N 前ޙとなる。やや西

෦を南ྲྀするར根は、中世·では前橋市֗地北東のଳ状にԆͼるྲྀچ࿏をྲྀれて͍たが、近世ॳ಄にほ΅現在

のྲྀ࿏にҠಈしたとされる。

　市Ҭ南෦、ར根؛ࠨの前橋地上、前橋市大手町Ұ丁目 1 番 1 号に所在する群馬県ிは、ܚԠ三（1867）

年に࠶ஙされた前橋城本ؙをҾ͖͍ͩܧもので͋る。前橋城（̍）は、群馬県ிや前橋市所をؚΉ̍ܘLN

ऑを遺跡ൣғとし、今ճ調査した車橋門北地点（1-M）は遺跡の中ԝ෦やや東に位置する。前橋城Ҭは、͜れ·

でෳ数の調査が࣮ࢪされ（1-B ～ 1-M）、ʮ前橋城ʯを中৺とした近世主体の遺跡で͋るとともに、ೄ文時代から

近代にか͚てのෳ߹遺跡で͋る͜とが໌して͍る。城址としては、中世城ֲで͋るʮӛ
ㆄㆾ㇄ㆯ㆗

橋城ʯから近世城ֲと

してのʮ前橋城ʯ、ͦしてນのʮ࠶ங前橋城ʯにࢸる·で、֤調査でງ・石֞・城門・橋・小࿏・屋敷などが

発ݟされて͓り、֤ 時代のʮ絵図ʯとর߹も行Θれ、城ֲのྺ࢙が発掘調査と͍う؍点からもղ໌されͭͭ͋る。

なかでも、現県ிࣷ建設に伴͍ฏ成 3 年からฏ成 8 年にか͚て 7 次にΘたͬて࣮ࢪされた発掘調査は、城

址で行Θれた調査としては࠷大نで͋り、総面積が 16190㎡にٴͿ。ͦの成果はฏ成 9（1997）年・ฏ成

11（1999）年にʰ前橋城遺跡ᶗʱとʰ前橋城遺跡ᶘʱの 2 の発掘調査報告書として·とΊられて͍る。

ୈ̎અ　ྺ࢙的境（ୈ 2 図、ୈ 1 ද）

　本遺跡のपลでは、چ石器時代の遺跡の調査ྫはな͍。ೄ文時代は、ݩ総社ւ遺跡群（̏）・ۀ࢈ಓ࿏東遺跡

跡などが調査されて͍る。前橋城Ҭの調査では、Տಓからډ期のॅޙ～ಓ࿏西遺跡（̒）などで前期ۀ࢈・（̑）

Ճીར E3 式のೄ文土器が出土して͍る（1-B）。ೄ文時代の൩期からੜ時代にか͚て集落跡の調査ྫはな͍が、

町式土ݟの竜ޙ土器やੜ時代中期ޱ遺跡（̐）のՏಓから、ೄ文時代൩期のڇ総社ݩ総社北遺跡やݩ

器、ޙ期の୬式土器が出土して͓り、पลの地上に֘期の集落のଘ在がࣔࠦされて͍る（財ஂ๏ਓ群馬県埋蔵

文化財調査事ஂۀ 2007C）。

　古時代Ҏ߱は遺跡数が૿Ճし、集落跡やਫ田が多数調査されて͍る。特に本遺跡の西ํ、現ར根のӈ؛は、

古時代ޙ期Ҏ߱に͓͚る上ࠃの中৺的な地Ҭで͋り、Ԧࢁ古（22）などのटุや上ࠃࣉ（ߴ崎市）

がଘ在し、上ࠃ（̎）も͜の近に͋ͬたとਪఆされて͍る。現在、本遺跡は͜の地Ҭとར根で断さ

れて͍るが、มྲྀҎ前はಉҰ地Ҭの東෦で͋ͬたと考えられるͩΖう。前橋城Ҭの遺跡では、̑世紀～̒世

紀前とਪఆされるԁが調査されて͍る（1-D）ほか、̕世紀代を中৺とするॅډ跡が調査されて͓り（1-B・

1-G・1-J）、本དྷはൣғにΘたͬて古代の集落がଘ在したと考えられる。·た、東ࢁಓとの関࿈もఆされる

さ 200N の南北にઢ的な溝も確認されて͍る（1-B）。

　ఱਔ（1108）ݩ年のઙ間ࢁՐにΑͬて上ࠃはਙ大なඃをड͚、͜の時߱灰したઙ間 B テフラに埋

したਫ田が県Ҭで多数調査されて͍る。͜のࡂは上ࠃに͓͚るԂ成立を׆発化さͤたܖ機でも͋り、ͦ

のもとで࢜が಄して͍ͬたと考えられる。ࣨ町時代には、上ࠃक護代に໋されたඌ氏にΑͬてࠃ

の地にւ城（21）がஙかれた。前橋城の前はӛ橋城で͋り、文ݙに͓͍て࠷ॳにొするのは大Ӭࣣ
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（1527）年で͋る。ங城に͍ͭてはવとͤͣ、Ұઆにはར根มྲྀҎ前にຳ輪城の氏が石の地にங͍

た城がݩで͋るとされて͍る。たͩし、現在の前橋城のର؛に͋る石城跡（17）は田৴ݰがӛ橋城ུ߈

のたΊங͍た城で͋り、ӛ橋城のܖ機となͬた石の城ではな͍とされる（群馬県教育委員会 1997）。ӛ橋

城は、ઓࠃ期には上ࠃの要で͋ͬた͜とから上ਿ・田・北条・ޙ北条氏とࢧが҆ఆͤͣ࿔される。

　ͦのޙ、ಙՈ߁にΑͬてఱਖ਼ेീ（1590）年に側近のฏؠ٢が෧͡られ、ฏؠ氏のࠃସえにΑͬてܚ

（1601）年に蔵ࠃӽから酒井ॏがೖ෧された。͜の酒井氏のもとӛ橋城は近世城ֲとしてඋされ、

ඣ࿏にҠり、かࠃがຏګԆ二（1749）年にはൡ主の酒井。二（1648）年には前橋城とվশされた҆ܚ

Θͬてদฏேۣがೖ෧されたが、酒井氏時代から·されたར根のߑਫや͚ܽにΑる城のඃ、前橋

城Լでの大ՐにΑͬて໌和（1767）࢛年には蔵ࠃӽにҠ城してし·ͬた。前橋城はऔりյされるが、前

橋はӽൡのྖとしてਞ屋が設置され、ఱ保年間には町在ไ行҆井༩ࠨӴ門のもとར根のྲྀ࿏をมえる

大事ۀが成ޭした͜とでਫのෆ҆はܰݮされた。かͶてからྖຽは城主ෆ在にΑる町のਰୀを୰͖ྖ主帰

城をして͓り、ນになͬてੜࢳқからٸに財をえたਓを中৺としたྖຽから࠶ஙۚࢿがۚݙ

された͜とも͋ͬて、ൡ主দฏࠀは文ٱ二（1862）年に前橋城の࠶ஙئ書をນにఏ出し、ཌ年डཧさ

れ本֨的に前橋城の࠶ஙがى工された。ܚԠ二（1866）年にはほ΅成し、ܚԠ三（1867）年にࠀが帰城

した͜とにΑͬて日本で࠷も新し͍城として෮׆した。࠶ங前橋城のೄுりはӔֲ式で、土ྥの要所に๒

が設置されるなど近代的な城ֲで͋ͬた。しかし、࠶ங前橋城は໌࣏ҡ新と͍う時勢のなか城として機す

る͜とはな͘、ޙに群馬県ிとして༻される本ؙをしてす͙にऔりյされる͜ととなͬた。
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ୈ 2 図　遺跡の位置とपลの遺跡
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˞県教委ʜ群馬県教育委員会　　市教委ʜ前橋市教育委員会　　調査ஂʜ前橋市埋蔵文化財発掘調査ஂ　　群埋文ʜ財ஂ๏ਓ群馬県埋蔵文化財調査事ஂۀ

番号 遺跡名 主な時代・֓要 ݙ考文ࢀ

1 前橋城

ೄ文（แؚ）
古（ԁ・輪）
ಸྑ・ฏ҆（集落）
中近世（城址 ŋ ਫ田）

Ĩɿ1997ŋ1999ʰ前橋城遺跡ᶗ ŋ ᶘʱ群埋文
ĩɿ1996ʰ前橋城三ϊؙ遺跡ʱ前橋地ํ・Ոఉࡋ所遺跡調査会
Īɿ2002ʰ前橋城北曲輪遺跡ʱ群埋文
īɿ2004ʰ前橋城遺跡ʱ調査ஂ
Ĭɿ2007ʰ前橋城三のؙ遺跡ʱ群埋文
ĭɿ2008ʰ前橋城（車橋門ؙ馬出遺構の調査）ɦ 市教委
Įɿ2009ʰ前橋城（南曲輪地点）ɦ 調査ஂ
įɿ2010ʰ前橋城（南曲輪地点ᶺ̎）ɦ 市教委
İɿ2011ʰ前橋城（三のؙ門東地点）ɦ 市教委
ıɿ2014ʰ前橋城跡ʱ群埋文
Ĳɿ2020ʰ前橋城（市所西地点）ɦ 市教委
ĳɿ本書

2
上ࠃ
ਪఆ区Ҭの遺跡

ೄ文 ŋ ੜ（แؚ）
古（集落 ŋ ਫ田）
ಸྑ ŋ ฏ҆（ᦰ ŋ 集落 ŋ ਫ田）
中世（城址 ŋ ಓ࿏状遺構）
近世（屋敷）

1968ʰ上ࠃ跡発掘調査֓報ʱ市教委
1983ŋ1984ŋ1986 ～ 1994ʰݩ総社໌ਆ遺跡ʱᶗ～ ᶙf市教委 ŋ 調査ஂ
1987ʰఱਆ遺跡ʱ市教委
1987ŋ1988ʰ大༑屋敷ᶘ ŋ ᶙ遺跡ʱ調査ஂ
1993ŋ1994ŋ1996ʰݩ総社ࣉ田遺跡ʱᶗ～ᶙ群埋文 ଞ

3 総社ւ遺跡群ݩ
ೄ文（集落）、古～ฏ҆（集落 ŋ
ਫ田）、中世（城址 ŋ ุҬ）ଞ

2005 ～ 2024ʰݩ総社ւ遺跡群 （ɦ1）～（150）調査ஂ ŋ 市教委 ଞ

4 遺跡ڇ総社ݩ ଞ
古～中世（集落 ŋ ਫ田 ŋ ി ŋ ೪土
（掘坑࠾

2007ʰ総社ؓ泉໌ਆ北遺跡ᶚ遺跡 遺跡ڇ総社ݩ
総社北遺跡ݩ ᶛ遺跡ʱ群埋文ݟ総社小ݩ

5 ಓ࿏東遺跡ۀ࢈ ೄ文（ॅډ）
1971ʰ前橋市࢙ʱୈҰ巻 前橋市

6 ಓ࿏西遺跡ۀ࢈ ೄ文（ॅډ）

7 Ҵՙ௩ಓ東遺跡 古～ฏ҆（集落 ŋ ೪土࠾掘ࠟ） 2003ʰҴՙ௩ಓ東遺跡ʱ群埋文

8 総社ߕҴՙ௩大ಓ西遺跡 ଞ 古～ಸྑ（集落）、中世（ി） 2002ʰ総社ߕҴՙ௩大ಓ西遺跡ଞʱ調査ஂ ଞ

9 ԃӽ遺跡 ಸྑ～ฏ҆（集落） 1988ʰԃӽ遺跡ʱࢁ考古ֶڀݚ所 ଞ

10 大༑地ఴ遺跡 ฏ҆（ਫ田） 1998ʰ大༑地ఴ遺跡ʱ市教委

11 総社Ҵ༿遺跡ݩ
ೄ文（土坑）、古（溝）、ฏ҆（ॅ
ډ ŋ 製మ）

1995ʰݩ総社Ҵ༿遺跡ʱ群馬県市町村会ؗ遺跡調査会

12 石Լ地遺跡 古 ŋ ฏ҆（集落）、近世（井戸）
2001ʰ石Լ地遺跡 ಶ村東遺跡ʱද町石ઢ遺跡調査会ߚ

13 ಶ村東遺跡ߚ ฏ҆（ॅډ ŋ ਫ田）、中世（土坑）

14 南町市之௶遺跡 古～ฏ҆（集落） 2008ʰ南町市之௶遺跡ʱ調査ஂ

15 文ژ町ᶺ̍遺跡 ฏ҆（ਫ田） 2006ʰ文ژ町ᶺ̍遺跡ʱ市教委

16 大ಓ遺跡
古～近世（集落・ਫ田・屋敷跡・
Րุ）

2011ʰ大ಓ遺跡ʱ市教委
2016ʰ大ಓ遺跡ᶺ 2ʱ市教委

17 石城跡 中世（城址）

1989ʰ群馬県中世城ؗ跡ʱ県教委
崎Ұࢁ 1971ʰ群馬県古城ྥ址のڀݚʱ上巻

18 大༑城 中世（城址）

19 村ࢁ城 中世（城址）

20 ീ日市城 中世（城址）

21 ւ城 中世（城址）

22 Ԧࢁ古
前ํޙԁ
6 世紀ॳ಄ங造

দౡӫ࣏ ŋ 中村 ŋ ӈౡ和 1991ʮ群馬県前橋市Ԧࢁ古の調査ʯ
ʰ日本考古ֶڠ会ୈ 57 ճ総会発ද要ࢫʱ日本考古ֶڠ会 ଞ

23 Ҵՙࢁ古 ԁ ŋ6 世紀ޙங造 1974ʰ群馬県遺跡ாʱᶗ（東ໟ編）県教委

24 ཾւӃཪ古 ฏ 1971ʰ前橋市࢙ʱୈ 1 巻 前橋市

25 前橋市ୈ 9 号古 ऴ期古 1938ʰ上ໟ古૰ཡʱ群馬០

ୈ 1 ද　पลの遺跡Ұཡ
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ୈᶙষ　調査ํと経ա

　前橋城（車橋門北地点）に͓͍て、マンション建設工事に伴͍発掘調査を࣮ࢪした総面積は 270.05㎡で͋る。

発掘調査は、令和 6 年 5 月 27 日から令和 6 年 6 月 28 日·で࣮ࢪした。調査は 0.45ὗのバックϗウを༻しද

土からᶘ（近代～近世の地）を掘したޙ、ᶙ（17 世紀代の地）でジョϨン・Ҡ植ΰテなどを༻

͍てਓྗで遺構確認・掘を行ͬた。

　写真記録は、35NN ΧラーリバーサルフΟルϜ・ಉモϊクϩωガフΟルϜを༻し、σジタルҰ؟ϨフΧメ

ラもซ༻した。ۭ中写真は、6"7 を༻͍てࡱӨした。遺構の࡞図ۀ࡞は、トータルステーション・ిࢠฏ板を

༻͍て行͍、写真ଌྔもҰ෦ซ༻した。

　グリッドは、世քଌ地ܥに基ͮ͘ฏ面֯࠲ඪୈᶟܥを༻͍、9�43730.0、:�-69000.0 を基点 " － 1 とし

て 4N をΜで設ఆした。グリッドの基点は北西֯で͋り、北から南ΞルフΝϕット、西から東ΞラϏ؟ํ

Ξ数ࣈをした。

　調査の経աは、ҎԼに記す。

5 月 21 日～ 24 日 ४උ工。調査区設ఆ。器ࡐൖೖ。

5 月 27 日 調査区西෦Αりॏ機にΑるද土掘ٴͼਓྗにΑる遺構検出ۀ࡞։࢝。

6 月 3 日 ද土掘ऴྃ。ਓྗにΑる遺構掘։࢝。

6 月 25 日 遺構調査ऴྃ。ಉ日 6"7 にΑるۭ中ࡱӨを࣮ࢪ。

6 月 26 日 土確認のたΊԼトϨンチ掘。ॏ機にΑる埋Ίしۀ࡞։࢝。

6 月 27 日 埋Ίしۀ࡞ऴྃ。

6 月 28 日 器ࡐఫ収。調査区Ҿ͖し。
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ୈᶚষ　基本土

　本遺跡では、ᶗ～‡の基本土を確認した（ୈ 5 図）。ᶗは近代ࠒの地をؚΉ土で、࠷大ްは 0.26N

をଌる。本は 6 （ᶗ B ～ᶗ̵）に細される。ᶘは近代～近世ࠒの地をؚΉ土で、࠷大ްは 0.58N

をଌる。本は 6 （ᶘ B ～ᶘ G）に細される。ᶙは 17 世紀代の地で、࠷大ްは 0.48N をଌる。本

は 5 （ᶙ B ～ᶙ F）に細される。ᶙ F 上面が調査区東側の遺構検出面で͋る。ᶚは 17 世紀Ҏ前の

地とਪఆされ、ࠇ৭೪࣭シルトにڬ·れたԫ৭࣭࠭シルトがਫฏにଯ積する。࠷大ްは 0.06 ̼をଌる。

ᶛはന৭ཻが多ྔにࠞೖする灰৭࣭࠭土で、北ࣼしてଯ積する。本は前橋城市所西地点のᶘにର

Ԡするが、本上面で 9 世紀代の遺構（D－7・8）が検出されて͍る͜とから、ന৭ཻは古代Ҏ前のテフラで、

͓ͦら͘ "T-$ とࢥΘれる。ᶜは "T-$ ࠞ土とݺれる土で、ᶛとಉ༷に北ࣼしてଯ積する。本は

前橋城（市所西地点）（ୈ 1 ද・1-L）のᶙ、前橋城跡（ୈ 1 ද・1-K）の 10 にରԠする。な͓、ᶛ・ᶜ

はグリッド E－5 ～ 8 のൣғにのΈ確認されて͓り、ᶙԼのଯ積で͋る。ᶝはߑਫ༝དྷの土とਪఆさ

れ、灰ന৭シルトがᶞをりࠐΈ、北ࣼしてଯ積する。ᶞは৭೪࣭土で、上面が調査区北西側の

検出面で͋る。本は前橋城（市所西地点）のᶚ、前橋城（車橋門ؙ馬出遺構の調査）（ୈ 1 ද・1-G）の 3

、前橋城（三のؙ門東地点）（ୈ 1 ද・1-J）のᶚにରԠする。ᶟは灰ന৭シルトで、上面が調査区南東

෦の遺構検出面で͋る。本は前橋城（市所西地点）のᶛ B 、前橋城（車橋門ؙ馬出遺構の調査）の 4 

にରԠする。ᶠは灰ന৭࣭࠭土で、ͦの上面が調査区南西෦の遺構検出面で͋る。本は前橋城（市所西

地点）のᶛ D 、前橋城（車橋門ؙ馬出遺構の調査）の 5 、前橋城三のؙ遺跡（ୈ 1 ද・1-F）のᶛ、前橋

城（三のؙ門東地点）のᶛにରԠする。な͓、遺構が検出されたᶞ～ᶠの上面は、近世の地に伴͍ฏさ

れて͍ると考えられるたΊ、検出された遺構の時期෯が͍。‡は୶ԫ৭೪࣭土で、調査区西側ではグラΠ

化して͍る。本が前橋城（車橋門ؙ馬出遺構の調査）の 7 にରԠする。
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ୈ 5 図　基本土柱状図
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Ⅰ　現代～近代
B ࠇ৭（10:32�3）࣭࠭シルト。ന৭ཻগྔ、化物ཻۃΊてগྔؚΉ。し·りややڧ、೪ੑऑ。
C にͿ͍ԫᒵ৭（10:37�4）೪࣭シルト。ࠇ৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 1DN）গྔؚΉ。し·りऑ、೪ੑややڧ。
D ࠇ৭（10:32�1）࣭࠭シルト。化物ཻඇৗに多ྔ、ന৭ཻ・小（ܘ 0.2 ～ 3DN）ඍྔؚΉ。し·り・೪ੑややऑ。Ր

。かࠟࡂ
E ࠇ৭（10:32�3）࣭࠭シルト。ന৭ཻ・化物ཻۃΊてগྔؚΉ。し·りڧ、೪ੑऑ。
F ࠇ৭（2.5:3�1）೪࣭シルト。ԫ৭土ཻগྔ、ന৭ཻ・化物ཻۃΊてগྔؚΉ。し·りややऑ、೪ੑややڧ。
G 灰৭（10:34�1）࣭࠭シルト。細࠭多ྔ、ന৭土 ・ཻԫ৭土 ・ཻ化物ཻۃΊてগྔؚΉ。し·りややڧ、೪ੑややऑ。

Ⅱ　近代～近世
B ࠇ৭（10:33�2）೪࣭シルト。化物ཻগྔ、ന৭ཻۃΊてগྔؚΉ。し·りややڧ、೪ੑややऑ。地。（南෦で

はԫ৭土ཻ・ԫ৭土ཻ・ന৭土ཻ・化物ཻগྔ、小（ܘ 0.2 ～ 1DN）ۃΊてগྔؚΉ）
C 灰৭（10:34�1）೪࣭シルト。ઙԫ৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 1DN）・化物（ܘ 0.5 ～ 3DN）中ྔ、（ܘ 2 ～ 10DN）

。೪ੑややऑ。地、ڧ৭土ཻൗにؚΉ。し·りややΊてগྔ、灰ԫۃ
D ࠇ৭（10:32�1）࣭࠭シルト。ന৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 1DN）・ԫ৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 1DN）中ྔؚΉ。し·りや

やڧ、೪ੑややऑ。地。
E ࠇ৭（10:32�1）೪࣭シルト。ന৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 3DN）・ԫ৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 3DN）・化物ཻۃΊてগྔ

ؚΉ。し·りややڧ、೪ੑڧ。地。
F ࠇ৭（10:32�1）೪࣭シルト。ന৭土ཻ・ԫ৭土ཻ・化物ཻ・小（ܘ 0.2 ～ 3DN）ۃΊてগྔؚΉ。し·りややऑ、

೪ੑڧ。地。
G ࠇ৭（10:33�2）೪࣭土。ന৭ཻۃΊてগྔؚΉ。し·りややڧ、೪ੑඇৗにڧ。

Ⅲ　近世の整地層
B 灰৭（10:34�1）೪࣭シルト。ന৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 5DN）多ྔ、ԫ৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 5DN）・灰ԫ৭土ϒϩッ

ク（ܘ 0.5 ～ 1DN）গྔ、ന৭ཻ・化物ཻۃΊてগྔؚΉ。し·りڧ、೪ੑややڧ。
C ࠇ৭（10:32�2）೪࣭シルト。ന৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 2DN）・৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 2DN）・ԫ৭土ϒϩック（ܘ

0.5 ～ 2DN）中ྔ、ന৭ཻ・化物ཻۃΊてগྔؚΉ。し·りڧ、೪ੑややऑ。
D ໌ԫ৭（10:36�6）೪࣭土。し·りڧ・೪ੑややڧ。
E ࠇ৭（10:32�1）೪࣭シルト。ԫ৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 5DN）・灰ԫ৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 5DN）中ྔ、ന৭ཻඍ

ྔにؚΉ。し·りややڧ、೪ੑややऑ。
F 灰৭（10:34�1）೪࣭シルト。灰ԫ৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 2DN）・細࠭গྔ、ࠇ৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 1DN）ۃ

ΊてগྔؚΉ。し·り・೪ੑややڧ。（東෦はന৭ཻが中ྔؚΉ）

Ⅳ　ࠇ৭（10:31.7�1）೪࣭シルトとԫ৭（2.5:8�8）࣭࠭シルトのޓ状。ԫ৭࣭࠭シルトにはന৭ ・ཻ֯ ર石҆ܘ）ؠࢁ 0.2
 ～1DN）ۃΊてগྔؚΉ。し·り・೪ੑややڧ。
Ⅴ　灰৭（10:36�1）࠭ ࣭土。ന৭ ܘཻ） 0.2 ～ 0.5DN）中ྔ、ࠇ৭土ཻগྔؚΉ。し·りڧ、೪ੑऑ。（ന৭ཻは "T-$ か）
Ⅵ　ࠇ৭（10:31.7�1）೪࣭シルト。ന৭ ܘཻ） 0.2 ～ 0.5DN）中ྔؚΉ。し·り・೪ੑڧ。（ന৭ཻは "T-$ か）
Ⅶ　灰ന৭（2.5:8�2）シルト。し·りややڧ、೪ੑऑ。
Ⅷ　৭（10:34�4）೪࣭シルト。南෦はグラΠ化（10:34�1 。ڧ೪ੑඇৗに、ڧ灰৭）。し·り
Ⅸ　灰ന৭（2.5:8�1）シルト。し·りڧ、೪ੑややڧ。
Ⅹ　灰ന৭（10:38�1）࣭࠭土。総社࠭૬。し·りڧ、೪ੑややऑ。
Ⅺ　୶ԫ৭（2.5:8�3）೪࣭土。し·り・೪ੑڧ。
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ୈᶛষ　遺構と遺物

　本遺跡で検出された遺構は、掘立柱建物 1 棟（B － 1）、土坑 9 基（D － 1 ～ 5・7 ～ 10）、ピット 102 基（P

－ 1 ～ 17・21 ～ 105）、井戸 5 基（I － 1・6 ～ 9）、溝 5 条（W － 1 ～ 5）で͋る。ཧஈ֊で、D － 6 は I － 9 、

P － 18・19・20 は、B － 1P1・P2・P3 にͦれͧれมߋして͍る。·た、I － 2 ～ 5 はಉ͘͡ཧஈ֊で近現

代のものと断したたΊ遺構としては報告ͤͣ、ܽ番とした。な͓、全体図・遺構図中にදࣔされて͍る木ߌと

したものは、造成土中やᶗを貫ೖしてਨにଧͪࠐ·れて͍る͜とから、近現代の土木建ஙに伴う基ૅߌと

断し、図中のΈのදࣔとした。基ૅߌは、断ׂͪり調査で࣋ࢧ地൫と考えられる‡に·でୡして͍たものも確

認で͖て͍る。

　遺物は、土器や陶磁器、土製品、瓦、石製品、木製品・木ࡐ、ۚ属製品、ガラス製品がテンバコ 5 ശఔ出

土して͍る。出土遺物の時期は、古時代Ҏ߱、特に古代と近世～近代が主体となる。古代は֓Ͷ 9 ～ 10 世紀

の間に収·り、近世～近代は 18 世紀～ 19 世紀代のものが多͍。

ୈ 1 અ　掘立柱建物

　掘立柱建物 1 棟（B － 1）が検出された。な͓、掘立柱建物を構成する柱穴に͓͚るݸ別のܗ状・نに͍ͭ

ては、ୈ 5 දにچピット番号にて記ࡌして͍る。

B－ 1号掘立柱建物（ୈ 6・9 図　ୈ 2・5 ද）

位置　D・E － 3 グリッドに位置する 3 基の柱穴で構成される。͜れらは発掘調査時すてݸ別のピットとして

調査されて͓り、P － 18 を B － 1P1、P － 19 を B － 1P2、P － 20 を B － 1P3 として報告する。　重複　D

－ 1 Αり古͍。　形状・規模　ܻ行 1 間、ྊ行 1 間が検出されたが、建物の構造や棟ํは断で͖な͍。P1

－ 2 間が 2.14N、P2 － 3 間が 1.94N をଌる。　主軸方位　/ － 7° － W、もし͘は / － 83° － E で͋る。　

柱痕　3 基の柱穴すてで確認で͖る。　遺物　出土して͍な͍。時期　ॏෳ関から、17 世紀Ҏ前のՄੑ

が考えられる。

ୈ 2 અ　土坑

　土坑は 9 基（D － 1 ～ 5・7 ～ 10）検出された。時期は、D － 1 が近世Ҏ前、D － 2 が古代Ҏ߱、D － 3 が

古代～近世、D － 4・7・8 が古代、D － 9 が近世Ҏ߱、D － 5・10 が近世～近代で͋る。

D－ 1号土坑（ୈ 6・9 図　ୈ 3 ද　PL.2）

位置　D － 3 グリッドの調査区西นࡍに位置し、ᶞ上面で検出された。遺構上面はᶙ F にඃ෴されて͍る。

重複　B － 1 Αり新し͍。　形状・規模　෦的な検出で͋るたΊฏ面ܗ状はෆ໌ͩが、検出ൣғではԁ状

をఄする。断面ܗ状は、南นが؇͘立ͪ上がるԁ状で͋る。検出ൣғでのنは、࣠ 1.28N、࣠ 0.28N、

ਂさ 0.46N をଌり、ఈ面ඪߴは 105.54N 前ޙで͋る。　遺物　出土して͍な͍。　時期　ᶙ F にඃ෴され

て͍る͜とから、17 世紀Ҏ前と考えられる。

D－ 2号土坑（ୈ 8・9 図　ୈ 3 ද　PL.2）

位置　E・' － 8 グリッドに位置し、ᶟ上面で検出された。　重複　P － 8 Αり古͘、D － 3、W － 2・3 Α

り新し͍。　形状・規模　ฏ面ܗ状はํܗで、断面ܗ状はശ状で͋る。نは、࣠ 0.91N、࣠ 0.60N、

ਂさ 0.40N をଌり、ఈ面ඪߴは 105.70N 前ޙで͋る。　遺物　出土して͍な͍。　時期　ॏෳ関から古代
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Ҏ߱で͋る。

D－ 3号土坑（ୈ 8・9 図　ୈ 3 ද　PL.2）

位置　E・' － 8 グリッドに位置し、ᶟ上面で検出された。　重複　D － 2、P － 1・8、I － 7 Αり古͘、W

－ 2 Αり新し͍。　形状・規模　遺構上෦の大がॏෳ遺構にഁյされて͍るたΊ、ฏ面ܗ状はෆ໌で͋る。

断面ܗ状はശ状で͋る。نは、࣠ 0.93N、࣠ 0.71N、ਂさ 0.38N をଌり、ఈ面ඪߴは 105.72N 前ޙで

͋る。　遺物　出土して͍な͍。　時期　ॏෳ関から、古代～近世と考えられる。

D－ 4号土坑（ୈ 8・9 図　ୈ 3 ද　PL.2）

位置　E － 7 グリッドに位置し、W － 1 ఈ面（‡上面）で検出された。　重複　W － 1 Αり古͍。　形状・
規模　ฏ面ܗ状はํܗで、断面ܗ状はٯܗ状で͋る。نは、࣠ 0.96N、࣠ 0.84N、ਂさ 0.08N をଌり、

ఈ面ඪߴは 105.71N 前ޙで͋る。　遺物　須恵器小ย 1 点（16.3H）が出土して͍る。　時期　出土遺物から、

古代と考えられる。

D－ 5号土坑（ୈ 6・9 図　ୈ 3 ද　PL.2）

位置　D － 3 グリッドの調査区西น面で断面のΈ確認された。ᶙ E・ᶙ F を掘り͜Έ、ᶘ G にඃ෴されて͍

る。重複　ॏෳはして͍な͍。　形状・規模　ฏ面ܗ状はෆ໌で、断面ܗ状はઙ͍ٯܗ状で͋る。検出ൣғで

のنは、࣠ 1.24N、ਂさ 0.22N をଌり、ఈ面ඪߴは 106.05N 前ޙで͋る。　遺物　出土して͍な͍。　

時期　ᶙ E・ᶙ F を掘り͜Έ、ᶘ G にඃ෴されて͍る͜とから、17 世紀Ҏ߱～近代Ҏ前と考えられる。

D－ 7号土坑（ୈ 7・10・14 図　ୈ 3・11 ද　PL.2・7）

位置　E－4・5グリッドに位置し、ɒ 上面で検出された。　重複　W－1Αり古͘、P－74Αり新し͍。　形状・
規模　ฏ面ܗ状はෆ໌で͋るが、ํܗもし͘はํܗとਪఆされる。断面ܗ状は、検出ൣғに͓͍てはހ状で͋

る。検出ൣғでのنは、࣠ 2.02N、࣠ 1.18N、ਂさ 0.18N をଌり、ఈ面ඪߴは 105.96N 前ޙで͋る。

遺物　須恵器ߴࡼ 2 点（1・2）・ᆀ 1 点（3）、土師器ᆀ 1 点（4）、石製品ޟ石 1 点（5）を図ࣔした。1・2

はともに 9 世紀ޙ༿とਪఆされる須恵器ߴࡼで͋り、෴土中位から 1 はٯ位、2 はਖ਼位の状ଶで出土した。

1 は体෦からޱԑ෦にか͚てٯϋのࣈ状に։͍て立ͪ上がり、ճసࢳりしޙに断面三日月状のߴをషり

͚る。ࠐݟΈには墨書が 1 文ࣈ認Ίられ、ʮኍϱʯとΈられるが໌確にಡはで͖な͍。2 は体෦がٯϋのࣈ状

に։͖、ճసࢳりະ調ޙに断面ܗ࢛֯状のߴをషり͚る。4 は 9 世紀代とਪఆされる土師器のฏఈᆀで

͋り、ఈ෦から体෦にか͚て、؇やかにኪしながら外し、ޱԑ෦で͘外する。5 はࠇ৭೪板ؠのޟ石で

͋る。͜のほか、須恵器大ᙈഁย 1 点（457.5H）・小ย 2 点（19.0H）、土師器小ย 2 点（11.7H）が出土して͍る。

時期　出土遺物から、9 世紀中༿～ޙ༿とਪఆされる。

D－ 8号土坑（ୈ 7・10・14 図　ୈ 3・11 ද　PL.2・7）

位置　E・' － 4・5 グリッドに位置し、ᶛ上面で検出された。　重複　P － 72・73、W － 1 Αり古͘、P －

96・97 Αり新し͍。　形状・規模　ॏෳ遺構にഁյされ全体のฏ面ܗ状はෆ໌ͩが、ଘൣғでのܗ状は南北

に͍三֯ܗ状をఄする。断面ܗ状はހ状で͋る。検出ൣғでのنは、࣠ 2.59N、࣠ 1.61N、ਂ さ 0.31N

をଌり、ఈ面ඪߴは 105.96N 前ޙで͋る。　遺物　須恵器ᆵ 2 点（6・7）を図ࣔした。6 はᰍᆵຢはළྨで

͋り、体෦Լ位にはճసϔラケズリがࢪされ、ఈ෦には෦をࠨӈに֦ுさͤたߴがషり͚られる。7 は෴

土上位からਖ਼位で出土したᰍ෦がܽଛしたฏఈᆵで͋り、体෦にナσがࢪされる。̒は̕世紀前、̓は̕世紀

　。とਪఆされる。͜のほか、須恵器ഁย̍点（137.3H）、土師器小ย̎点（6.7H）が出土して͍るޙ

時期　出土遺物から、9 世紀中༿～ޙ༿とਪఆされる。

D－ 9号土坑（ୈ 8・9 図　ୈ 3 ද　PL.3）

位置　D － 7 グリッドに位置し、ᶙ F 上面で検出された。　重複　P － 82 Αり古͍。　形状・規模　ฏ面ܗ

状はପԁܗで、断面ܗ状はހ状で͋る。࣠ 1.28N、࣠ 1.19N、ਂさ 0.11N をଌり、ఈ面ඪߴは 106.21N
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前ޙで͋る。　遺物　灰釉陶器小ย 1 点（1.4H）、須恵器小ย 1 点（10.5H）・土師器小ย（6.3H）が出土して͍

るが、͍ͣれもࠞೖで͋る。　時期　ᶙ F を掘り͜Ή͜とから、17 世紀Ҏ߱で͋る。

D－ 10号土坑（ୈ 8・9 図　ୈ 3 ද　PL.3）

位置　$ － 8 グリッドの調査区北น面で断面のΈ確認された。ᶙ C を掘り͜Έ、ᶘ B にඃ෴されて͍る。

重複　ॏෳはして͍な͍。　形状・規模　断面のΈ確認されたたΊ、ฏ面ܗ状はෆ໌で͋る。断面ܗ状は֊ஈ状

で͋る。検出ൣғでのنは、࣠ 1.36N、ਂさ 0.32N をଌり、ఈ面ඪߴは 106.29N 前ޙで͋る。　

遺物　出土して͍な͍。　時期　ᶙ C を掘り͜Έ、ᶘ B にඃ෴されて͍る͜とから、17 世紀Ҏ߱～近代Ҏ

前で͋る。

ୈ 3 અ　ピット

　調査ஈ֊で検出されたピットは 105 基で͋り（ୈ 6 ～ 8・14 図　ୈ 4 ～ 8・11 ද　PL.3・4・7）、特に調査

区南西෦に集中して͍た。͜の 3 基（P － 18 ～ 20）を掘立柱建物（B － 1）の柱穴としてந出したたΊ、本

遺跡で検出されたピットの総数は 102 基（P － 1 ～ 17・21 ～ 105）となる。֤ピットのৄ細͍ͭては、全体

図͓Αͼୈ 4 ～ 8 දをࢀরされた͍。掘立柱建物の柱穴とした 3 基に͍ͭても、ݸ別のنに͍ͭてはಉද

にچ番号にてࡌܝして͍る。

　検出されたピットは、検出面・ॏෳ関・出土遺物から、古代Ҏ前（ᶃ）、近世Ҏ前（ᶄ）、近世Ҏ߱（ᶅ）、

時期ෆ໌（ᶆ）の 4 ͭにྨした。ᶃは 17 基、ᶄは 28 基、ᶅは 23 基、ᶆは 34 基で͋る。

　古代Ҏ前に帰属すると考えられるピット（ᶃ）の中には、断面ܗ状が֊ஈ状のものや、柱ൈ͖औりࠟ跡がる

柱穴が認Ίられる。出土遺物には土師器・須恵器・灰釉陶器のഁยが͋り、主にฏ҆時代のものとਪఆされる。

P － 23 から出土した土師器ᙈ 1 点（8）は、ʮ蔵ܕᙈʯのԼ෦で͋り、外面にケズリをࢪす。P － 53 から

出土した灰釉陶器 1 点（10）は刷ໟృりで、体෦からޱԑ෦にか͚てኪしながら外して立ͪ上がり、ޱ

ԑ෦෦で外する。ピット（ᶄ・ᶅ）の中にはૅ板石や根石を伴うものが͋り、出土遺物は P － 39 でかΘら

͚（9）が確認されて͍るのΈで͋る。9 はఈ෦から体෦にか͚てઢ的に։͖ޱԑ෦がۇかにኪして͓り、

16 世紀ޙから 17 世紀ॳ಄と考えられる。

ୈ 4 અ　井戸

　井戸は 5 基（I － 1・6 ～ 9）検出された。時期は I － 1 が近世、I － 6・7・9 が近世～近代、I － 8 がෆ໌で͋

る。井戸のܗଶは、I － 1 が石ғ͍、I － 7 がԳΈ、I － 8 がૉ掘りで͋る。I － 6 は井戸がൈ͖औられたՄ

ੑが考えられ、I － 9 は石ғ͍のՄੑが考えられる。

I － 1号井戸（ୈ 7・10・14・15 図　ୈ 9・11・12 ද　PL.5・7）

位置　E － 6 グリッドに位置し、W － 1 上面で検出された。　重複　W － 1 Αり新し͍。　井戸形態　10 ～

30DN 大のፏฏなを༻͍た石ғ͍の井戸で͋る。ଘする石積Έは 4 ஈで、根石ԑには胴木が設置されて͍

る。石積Έは原石を༻͍た積Έで͋り、͜のなかに 1 点Ճ工がࢪされたがؚ·れて͍た。胴木は、さ

約 1N のマπࡐをेࣈ状૬͖ܽ͗にΑͬてํܗに·れて͍る。　形状・規模　石ғ͍のฏ面ܗ状はԁܗ、井

戸Լ位のૉ掘り෦のฏ面ܗ状はํܗ、断面ܗ状はԁ状で͋る。نは、石ғ͍のܘが 0.63 ～ 0.80N、井

戸Լ位のૉ掘り෦はҰล 0.85N 前ޙをଌり、ਂさが 1.42N Ҏ上をଌる。胴木の๏はҰล 0.68N をଌる。

掘方　石ғ͍෦の掘ํは、ฏ面ܗ状が۱ؙํܗで、断面ܗ状がശ状で͋る。نは、࣠ 1.53N、࣠ 1.46N、

ਂさ 0.44N をଌる。　遺物　陶器 5 点（11 ～ 15）、かΘら͚ 1 点（16）、ᖿᖻ 4 点（17 ～ 20）を図ࣔした。
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陶器碗は 11・13 ～ 15 が京・信楽産、12 が瀬戸・美濃産である。11 ～ 13 はせんじ碗であり、13 には鉄絵で

笹文が描かれている。15は色絵半球碗で、上絵付けで菖蒲と考えられる草花文が描かれている。16はかわらけ

の小皿であり、ロクロ成形で底部が左回転糸切りによって切り離される。体部は内弯し、口縁部は垂直気味に立

ち上がり、見込みには段を有する。17～ 20 は平底の焙烙である。17・18 はそれぞれ 2ヶ所ずつ内耳が残存し

ており、配置から 2ヶ所 ×2組に配されていたと考えられる。17は底部から、18は体部下端からそれぞれ内耳

を貼り付けている。19は、内耳の基部に近いと考えられる痕跡が 2ヶ所確認できる。20は底部内面に「大極上」

の刻印が認められ、「上州大極上小泉」と同じ旧小泉村（現邑楽郡大泉町）で生産されていたと考えられる。こ

のほか、検出面から陶器小片 1点（8.1g）、焙烙破片 1点（35.4g）、陶製の土管破片 1点（14.7g）が、覆土か

ら磁器破片 6点（97.9g）、陶器破片 4点（53.6g）、かわらけ小片 1点（6.2g）、焙烙破片 9点（355.7g）、近世

瓦破片 7点（933.9g）、石製品砥石 1点（186.5g）、炭化材小片 1点（2.5g）、木片 1点（0.7g）が、掘方から

磁器小片 1点（2.0g）、近世土器 1点（25.1g）が出土した。また、前述したように石積みから加工礫（7,450g）

が 1点出土している。この加工礫は周縁が打ち欠いてあり、上面に人為的な窪みが 1ヶ所確認できる。磁器に

は肥前産の皿、花瓶、青磁釉の香炉の破片等が、陶器には京・信楽産のせんじ碗、肥前産の刷毛目碗、瀬戸・美

濃産の徳利、志戸呂産の燈火受付皿等の破片が確認できる。出土した陶磁器の時期は、検出面から出土した土管

の破片を除いて、概ね江戸時代、特に 17～ 18 世紀代を中心とする。

時期　重複関係と出土遺物から、17世紀以降に構築され、18世紀後半には埋没したと考えられる。
I － 6号井戸（第 7・11 図　第 9表　PL.4）
位置　F － 6 グリッドの調査区南壁際に位置し、Ⅸ層上面で検出された。Ⅲ d層を掘りこみ、Ⅱ a層に被覆さ
れている。　重複　W－ 2より新しい。　井戸形態　井戸枠は抜き取られたと考えられる。　形状・規模　掘
方底面にみられる井戸本体の形状から、平面形状は円形、断面形状は円筒状と推定される。検出範囲での規模

は、井戸本体の上端で長軸 0.35m、短軸 0.27m以上を測る。検出面からの深さは 1.25mを測る。底面標高は

105.24m前後である。　掘方　平面形状は方形、もしくは長方形と推定され、断面形状は階段状である。検出
範囲での規模は、長軸 2.84m、短軸 1.33m以上、深さ 1.06mを測る。　遺物　出土していない。時期　Ⅲ d
層を掘りこみ、Ⅱ a層に被覆されていることから、17世紀以降～近代以前と考えられる。

I － 7号井戸（第 8・11・15 図　第 9・12 表　PL.4・8）
位置　E － 8 グリッドに位置し、Ⅸ層上面で検出された。　重複　W－ 1・2、D－ 3 より新しい。　井戸
形態　3 段以上の桶によって組まれた桶組みの井戸である。桶組み外縁と掘方の間には、裏込めとして 10 ～
15cm大の礫（火成岩）を充填していた。　形状・規模　平面形状は円形で、断面形状は円筒状である。規模は、
桶の内径 0.62m、深さ 1.61m以上を測る。　掘方　平面形状は楕円形で、断面形状は階段状と推定される。規
模は、長軸 1.87m、短軸 1.20mを測る。深さは 1.40m以上で、そのうちテラス状の部分は深さ 0.40mを測る。

遺物　磁器皿 1点（21）・猪口 1点（22）・段重蓋 1点（23）・段重 1点（24）、陶器土瓶 1点（25）・急須（26）、
土器植木鉢 1点（27）、七厘部品の風口 1点（28）、近世瓦 1点（29）を図示した。磁器はいずれも肥前産であ

り、21は口銹が施される蛇ノ目凹形高台（高）の白磁輪花皿、22は染付で外面に蛸唐草文と蓮弁文、縁内に四

方襷と見込みに松竹梅丸文が描かれる猪口、23は染錦で七宝・草花丸文が描かれる橋摘みをもつ段重蓋、24は

染付で外面に微塵唐草文が描かれる段重である。25は落し蓋で上げ底をもつ信楽産の窓絵土瓶、26は藻掛けに

よって緋色の発色がなされている常滑産の急須である。27は瓦質の植木鉢である。28は七厘部品の風口であり、

風口の径は推定 77mmを測る。29は器面に階段状の装飾が施されている道具瓦の破片で、鬼瓦や鯱瓦といった

装飾瓦と考えられる。このほか、覆土から磁器破片 15点（455.3g）、陶器破片 9点（286.8g）が、掘方から須

恵器小片 1点（9.3g）、陶器破片 2点（22.9g）、近世土器破片 3点（52.1g）、土製品飯事道具破片 1点（8.9g）、

近世瓦破片 10点（1,539.9g）レンガ破片 1点（327.8g）が出土した。磁器には肥前産の碗・蓋・燗徳利、瀬戸・
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美濃産の碗・燗徳利・土瓶、産地不明の皿・小坏が、陶器には信楽産の徳利・水注、肥前産の碗・皿、瀬戸・美

濃産の燈火皿・ぺこ燗徳利・擂鉢、丹波産の擂鉢、産地不明の小鉢等の破片が確認できる。出土した陶磁器の時

期は、わずかに17世紀代のものもあるが、概ね幕末～近代、特に19世紀代を中心とする。時期　近世と考えられ、
出土遺物から 19世紀代に埋没したと推定される。

I － 8号井戸（第 6・11・16 図　第 9・12 表　PL.4・8）
位置　E・F－ 3グリッドに位置し、Ⅹ層上面で検出された。　重複　重複はしていない。　井戸形態　素掘り
の井戸であるが、上部の撹乱から 10 ～ 25cm大の円礫が多量に出土しており、石囲いの可能性も考えられる。

形状・規模　平面形状は円形、断面形状は円筒状である。規模は、長軸 1.08m、短軸 1.04m、深さ 1.28mを測り、
底面標高は 104.69mである。　遺物　石臼（30）を図示した。30は安山岩製の挽き目を持たない下臼であり、
上面は使用による光沢がある。このほか近世瓦の破片（83.0g）が 1点出土している。　時期　出土遺物から近
世～近代と考えられる。

I － 9号井戸（第 6・11 図　第 9表　PL.4）
位置　D－ 4グリッドの埋設管保存のために掘り残した調査区突出部東壁際に位置し、Ⅷ層上面で検出された。
Ⅲ b層から掘りこみ、Ⅱ a層に被覆されている。　重複　重複はしていない。　井戸形態　覆土中から 10 ～
30cm大の亜円礫・角礫が多量に出土したことから、石囲いの井戸である可能性がある。　形状・規模　井戸の
形状は、I － 1号井戸に類似する。井戸上位の平面形状は、断面のみで確認されたため不明である。断面形状は

箱状である。検出範囲での規模は、長軸 1.34 ｍ、深さ 0.48 ｍを測る。井戸下位の平面形状は円形、もしくは楕

円形と推定される。断面形状は円筒状と推定される。検出範囲での規模は、長軸0.70ｍ、短軸0.29ｍを測り、深

さは 0.86 ｍ以上を測る。　遺物　出土していない。　時期　Ⅲ b層から掘りこみ、Ⅱ a層に被覆されているこ
とから、17世紀以降～近代以前と考えられる。

第５節　溝

　溝は 5条（W－ 1～ 5）検出された。時期はW－ 1が近世、W－ 2～ 5が古代である。

W－1号溝（第 6～ 8・12・16 図　第 10・12 表　PL.6・8）
位置　E － 3～ 8グリッドの調査区西壁際から東壁際にかけて位置し、Ⅲ e層上面で検出された。Ⅲ d層を掘
りこみ、Ⅱ a層に被覆されている。　重複　I － 1・7 より古く、D－ 4・7・8、P － 14・17・28・29・55・
56・57・74・75、W－ 2より新しい。　形状・規模　西－東に走行する直線的な溝である。横断面形状は階段
状を呈するが、一部では弧状である。この断面形状の差異は、溝の掘り直しによるものと考えられる。底面は平

坦で、西から東へ僅かに傾斜しており、底面標高が西端で 105.94m、東端で 105.82mである。規模は、検出

長 21.35m、幅 0.63 ～ 1.89m、深さ 0.52mを測る。　走行方位　N－ 89° － Eである。　遺物　陶器皿（31）
と灰釉陶器段皿（32）を図示した。31は瀬戸・美濃産の菊皿で、銅緑釉流し掛けである。32は内外面が刷毛塗

りであり 9世紀後半のものと考えられ、混入である。このほか、検出面から陶器破片 1点（40.4g）、覆土から

磁器小片 1点（10.8g）、陶器破片 3点（293.5g）、焙烙破片 2点（71.5g）、灰釉陶器小片 1点（2.4g）、須恵器

破片 6点（130.4g）、土師器小片 5点（22.2g）、不明石製品破片 1点（47.8g）、礫片 1点（10.1g）が出土した。

磁器は肥前産香炉の小片であり、陶器には瀬戸・美濃産の天目茶碗・徳利等の破片が確認できる。出土した陶磁

器の時期は、17～ 18 世紀代のものがみられる。　時期　構築時期は不明だが、掘り込み面と出土遺物から 18
世紀前半には埋没していたと考えられる。
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W－2号溝（第 7・8・13・16 図　第 10・12・13 表　PL.6・8）
位置　E － 7・8､F － 6～ 8グリッドに位置し、Ⅸ層上面で検出された。Ⅲ d層に被覆されている。　重複　D
－ 2・3、P－ 15・16・17、W－ 1、I － 6・7より古い。　形状・規模　南西－北東に走行する直線的な溝で
ある。断面形状は階段状である。底面は平坦で、傾斜はほとんど認められない。底面標高は南西端で 105.57m、

北東端で 105.56m である。規模は、検出長 9.17m、幅 1.82 ～ 1.99m、深さ 0.56m を測る。　走行方位　N
－ 53° － E である。走行方位はW－ 3と近似する。　遺物　須恵器坏 3点（33・35・36）・椀 1点（34）、土
師器甕 1点（37）を図示した。33は底部右回転糸切り未調整で、やや歪みはあるものの底部から口縁部にかけ

てほぼ直線的に立ち上がる。34は体部から口縁部にかけてやや内弯しながら外傾して立ち上がり、口縁端部で

外反する。35は体部下端～底部の破片で、底部右回転糸切り離し後、体部下端に右回転ヘラケズリが施される。

37はいわゆる「武蔵型甕」の口縁部で、緩く外反しながら立ち上がる。このほか、須恵器破片 18点（348.8g）、

土師器破片 10点（38.8g）、時期不明土器小片 1点（1.5g）が出土した。須恵器破片には、酸化焔焼成のものが

2点含まれている。遺物の時期は、概ね 9世紀代と考えられる。　時期　溝の埋没時期は、出土遺物から 9世紀
後半頃と考えられる。

W－3号溝（第 8・13・16 図　第 10・13 表　PL.6・8）
位置　F － 7・8グリッドに位置し、Ⅸ層上面で検出された。　重複　D－ 2、P－ 6・70・71 より古い。　形
状・規模　南西－北東に走行し、北東端がやや南に湾曲する溝である。断面形状は逆台形状で、底面は平坦である。
規模は、検出長 2.80m、幅 0.49m、深さ 0.12mを測り、底面標高は 106.02m前後である。　走行方位　N－
55° － Eである。走行方位はW－ 2と近似する。　遺物　須恵器坏 2点（38・39）を図示した。いずれも体部
下位～底部のみ残存し、9世紀代であると考えられる。このほか、土師器小片 3点（18.8g）、磁器小片 1点（6.3g）

が出土しているが、磁器は混入である。　時期　出土遺物から、9世紀頃と考えられる。
W－4号溝（第 8・13 図　第 10表　PL.6）
位置　F － 8グリッドに位置し、Ⅸ層上面で検出された。Ⅲ d層に被覆されている。　重複　P － 10・11 より
古く、W－ 5より新しい。　形状・規模　南西－北東に走行する溝と推定される。断面形状は逆台形状で、底
面は平坦である。規模は、検出長 2.22m、幅 0.48m、深さ 0.10mを測り、底面標高 106.04m前後である。　

走行方位　N－ 44° － E である。　遺物　須恵器小片 1点（5.0g）と土師器小片（2.4g）が出土している。　
時期　出土遺物から、古代と考えられる。
W－5号溝（第 8・13 図　第 10表　PL.6）
位置　F － 8 グリッドに位置し、Ⅸ層上面で検出された。Ⅲ d層に被覆されている。　重複　P － 9、W－ 4
より古い。　形状・規模　南西－北東に走行する直線的な溝と推定される。断面形状は逆台形状と推定され、底
面は平坦である。規模は、検出長 1.08m、幅 0.25m以上、深さ 0.29mを測り、底面標高は 105.91m前後であ

る。　走行方位　N－ 37° － E である。　遺物　出土していない。　時期　重複関係と走行方位から、古代と
考えられる。

第 6節　遺構外出土遺物

　本節では、近現代の井戸や試掘トレンチから出土したものを含め遺構外から出土した遺物をまとめて報告する。

土器 5点（40 ～ 43・50）、磁器 4点（44 ～ 47）、陶器（48・49）、瓦塔 1点（51）、石造物 2点（52・53）、

銭貨 1点（54）、ガラス製品 2点（55・56）を図示した（第 16～ 18 図　第 13表　PL.9・10）。40・42 ～ 44

は試掘トレンチ、45～ 47・53は近代の井戸として欠番にした旧 I－ 2号井戸、その他は表土や撹乱から出土した。

　40はかわらけの小皿であり、ロクロ成形で底部は左回転糸切りによって切り離される。底部から体部にかけ
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て内弯して立ち上がる。41は内耳土器の鍋破片で、内耳が基部のみ残存している。42・43 は瓦質の鍋であり、

内耳の有無は不明である。44は肥前産の統制陶器変形皿で、ゴム版絵付で花唐草文と楼閣山水文が描かれてお

り、高台内にゴム版「有 32」がみとめられる。45は瀬戸・美濃産の端反形の小坏で、外面はクロム青磁釉が施

され見込みに染付で松下釣人文が描かれる。46は肥前産の蓋物の鉢で、コバルト染付で植物文・蓮弁文が描か

れる。47は肥前産の水滴で、上面に陽刻朝顔文と呉須釉が施され、中央に孔が 1ヶ所穿孔される。48は瀬戸・

美濃産の笠原鉢で、見込みに鉄絵で秋草文が描かれる。49は泥漿鋳込みによる八角形の角型茶瓶の汽車土瓶で

あり、銅緑釉が施される。正面及び背面に陽刻で「御茶」・「金五銭」・「御注意空きびんはこしかけの下へ」とあ

る。製造元の明記はないが、汽車土瓶の販売価格が五銭であった時期は、昭和 5（1930）年～昭和 18（1943）

年とされている（仙台市教育委員会 2014）。50 は外面が丁寧に磨かれた火鉢で、回転押捺雷文・亀甲文と押捺

花卉文が施される。51は酸化焔焼成の瓦塔の屋蓋部破片で、瓦の継ぎ目表現は器面摩滅のためかはっきりしな

い。52は安山岩製の相輪であり、宝篋印塔と考えられる。53は安山岩製の五輪塔水輪であり、上下中央部にく

ぼみをもつ。54は寛永通宝であり、真鍮製の江戸荻原銭である。55・56 はともに型吹き技法で成形された細口

でいかり肩をもつガラス瓶である。55は淡緑色のワインボトルで、首部下端に2段の膨らみを持ちキックが深い。

56は濃青色で、底部に花卉文のエンボスがみとめられる。

　このほか、遺構外からは総数 189 点（約 1.8kg）、須恵器・土師器・陶磁器・近世土器・土製品・石製品・石

造物・近世瓦・木製品・金属製品・ガラス製品・貝・礫・小動物の焼骨・縄が出土している。古代のものは、須

恵器 20点・土師器 17点（約 0.5kg）である。中世のものは 1点のみ、16世紀代とみられる瀬戸・美濃産の天

目茶碗の破片が出土しており、見込みには茶煎の痕跡が確認できる。他は概ね近世以降のものであり、特に幕末

から近現代にかけてのものが多い。磁器は 44点（約 1.2kg）出土しており、肥前産の丸碗・青磁碗・大皿・皿・

輪花皿・小坏・徳利・仏飯具等、瀬戸・美濃産の端反碗・広東碗・薄手酒坏・小坏・蓋等があり、近現代のもの

には型紙絵付けや銅板絵付け、クロム青磁釉などが施されているものがある。陶器は 40点（約 2.2kg）出土し

ており、肥前産の三島手鉢・小鉢・皿、瀬戸・美濃産の腰錆小服・天目茶碗・皿・片口鉢・擂鉢等、丹波産の擂鉢、

信楽産の小杉碗・燗徳利・香炉・土鍋・壺等、堺・明石産の擂鉢、益子産の行平鍋の蓋・植木鉢等がある。近世

土器は 25点（約 1.0kg）出土しており、かわらけ・焙烙・火鉢・風口・瓦灯・植木鉢等がある。土製品は 1点

のみ出土しており、近世の土人形の小片と考えられる。石製品・石造物は 5点（約 7.2kg）出土しており、砥石・

硯・下臼・五輪塔等の破片がある。木製品は鉄の刃が外れた鍬の身が 1点出土しており、形状から風呂鍬の木

製の風呂部分と考えられる。近世瓦は 28点（約 5.2kg）、金属製品は 3点（約 0.24kg）、ガラス製品はワインボ

トル破片とクリーム瓶が各 1点出土している。
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遺構名 グリッド 検出面 建物構造 柱間寸法（ｍ） 主軸方向 時期 重複関係
（古→新） 備考

B-1 D・E-3 ᶞ ෆ໌ P1-2 間ɿ2.14
P2-3 間ɿ1.94

/-7°-W か
/-83°-E 近世Ҏ前 B-1 ˠ D-1 B-1P1（P-18）、B-1P2（P-19）、B-1P3（P-20）

の 3 基で構成

遺構名 グリッド 確認面 平面形状 断面形状 長軸
（ｍ）

短軸
（ｍ）

深さ
（ｍ）

底面標高
（ｍ） 出土遺物 時期 重複関係

（古→新） 備考

D-1 D-3 ᶞ ෆ໌ ԁ状 （1.28） （0.28） 0.46 105.54 － 近世
Ҏ前 B-1ˠD-1 ᶙFにඃ෴される

D-2 E・'-8 ᶟ ํܗ ശ状 0.91 0.60 0.40 105.70 － 古代
Ҏ߱

D-3、W-2・
D-2ˠP-8

D-3 E・'-8 ᶟ ෆ໌ ശ状 0.93 （0.71） 0.38 105.72 － 古代～
近世

W-2ˠ
D-3ˠD-2、
P-1・8、I-7

D-4 E-7 ‡ ܗํ 状ܗٯ 0.96 0.84 0.08 105.71 須恵器 古代 D-4ˠW-1

D-5 D-3 － ෆ໌ 状ܗٯ （1.24） － 0.22 106.05 － 近世～
近代 －

น面で確認、ฏ面
ແし 掘りࠐΈ面は
ᶙE・ᶙF ᶘGに
ඃ෴される

D-7 E-4・5 ᶛ かܗํ
ํܗ 状ހ （2.02） （1.18） 0.18 105.96

須恵器
土師器
石製品

古代 P-74ˠ
D-7ˠW-1

D-8 E・'-
4・5 ᶛ ෆ໌ 状ހ （2.59） （1.61） 0.31 105.96 須恵器

土師器 古代

P-96・97ˠ
D-8ˠ
P-72・73、
W-1

D-9 D-7 ᶙF ପԁܗ 状ހ 1.28 1.19 0.11 106.21
灰釉陶器
須恵器
土師器

近世
Ҏ߱ D-9ˠP-82

D-10 $-8 － ෆ໌ ֊ஈ状 （1.36） － 0.32 106.29 － 近世～
近代 －

น面で確認、ฏ面
ແし 掘りࠐΈ面は
ᶙC ᶘBにඃ෴
される

遺構名 グリッド 確認面 平面形状 断面形状 長軸
（ｍ）

短軸
（ｍ）

深さ
（ｍ）

底面標高
（ｍ） 柱痕跡 出土遺物 時期 重複関係

（古→新） 備考

P-1 E・'-8 ᶟ ํܗ ֊ஈ状 0.58 （0.33） 0.39 105.71 ͋り － ᶄ D-3、P-8
ˠ P-1

P-2 '-8 ᶟ ܗํ 6 状ࣈ 0.55 0.55 0.50 105.68 ͋り － ᶆ －

P-3 '-8 ᶟ ԁܗ 6 状ࣈ 0.28 0.27 0.26 105.89 － － ᶆ －

P-4 '-8 ᶟ ପԁܗ ֊ஈ状 0.33 0.27 0.09 106.03 － － ᶆ －

P-5 '-7 ᶟ ܗํ 6 状ࣈ 0.31 0.27 0.25 105.92 ͋り 土師器 ᶃ P-13 ˠ P-5

P-6 '-8 ᶟ ԁܗ 状ހ 0.32 0.32 0.12 106.01 － 土師器 ᶃ W-3 ˠ P-6

P-7 '-7・8 ᶟ ԁܗ ശ状 0.31 0.27 0.25 105.93 － 土師器 ᶃ P-15 ˠ P-7

P-8 E・'-8 － ԁܗ ֊ஈ状 0.42 （0.28） 0.36 105.72 － － ᶄ

D-2・3 ˠ
P-8 ˠ P-13
ˠ P-8
ˠ P-1

D-2・3 ෴土上面
にて確認

P-9 '-8 － （ํܗ） 6 状　　　　　（0.28）（0.14）ࣈ 0.56 105.85 － － ᶄ W-5 ˠ P-9

W-5 ෴土上面に
て確認
掘りࠐΈ面は
ᶙ E 

ୈ 2 ද　掘立柱建物؍ද

ୈ 3 ද　土坑؍ද

ୈ 4 ද　ピット؍ද（1）
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遺構名 グリッド 確認面 平面形状 断面形状 長軸
（ｍ）

短軸
（ｍ）

深さ
（ｍ）

底面標高
（ｍ） 柱痕跡 出土遺物 時期 重複関係

（古→新） 備考

P-10 '-8 － （ପԁܗ） ֊ஈ状 （0.18）（0.10） 0.36 106.04 － － ᶄ W-4、P-11
ˠ P-10

W-4、P-11 ෴土
上面にて確認
掘りࠐΈ面は
ᶙ E 

P-11 '-8 ᶟ （ํܗ） ശ状 （0.58） 0.52 0.48 105.60 ͋り 灰釉陶器
土師器 ᶃ W-4 ˠ

P-11 ˠ P-10
ᶙ E がඃ෴す
る

P-12 E-8 ᶟ ܗํ ശ状 0.46 0.45 0.46 105.86 － 須恵器 ᶃ － 掘りࠐΈ面は
ᶙ E 

P-13 '-7 ᶟ （ԁܗ） （6 （状ࣈ 0.32 （0.10） 0.27 105.92 － 土師器 ᶃ P-13 ˠ P-5

P-14 E-7 ‡ （ԁܗ） ԁ状 （0.38）（0.38） 0.20 105.63 － － ᶄ P-14 ˠ W-1

P-15 '-7・8 ᶟ ํܗ ശ状 0.65 0.51 0.46 105.70 － － ᶃ W-2 ˠ
P-15 ˠ P-7

P-16 '-7 － ܗํ 7 状ࣈ 0.63 0.55 0.42 105.74 － － ᶄ W-2 ˠ P-16 W-2 ෴土上面に
て確認

P-17 E-7 － ํܗ 6 状ࣈ 0.61 0.50 0.40 105.67 － － ᶄ W-2 ˠ P-17 W-2 ෴土上面に
て確認

P-18 D-3 ᶞ ପԁܗ 状ހ 0.29 0.23 0.06 105.93 ͋り － ᶄ － 掘立柱建物柱穴
（B-1P1）

P-19 D-3 ᶞ ํܗ ശ状 0.23 0.18 0.10 105.95 ͋り － ᶄ － 掘立柱建物柱穴
（B-1P2）

P-20 D・E-3 ᶞ ܗํ ശ状 0.20 0.19 0.17 105.87 ͋り － ᶄ － 掘立柱建物柱穴
（B-1P3）

P-21 D-3 ᶞ ԁܗ ԁ状 0.37 0.36 0.24 105.79 － － ᶆ －

P-22 D-3 ᶞ ܗํ 6 状ࣈ （0.30） 0.25 0.22 105.79 － － ᶆ －

P-23 E-3 ᶞ ପԁܗ ֊ஈ状 0.43 0.32 0.32 105.77 ͋り 土師器 ᶃ P-26 ˠ P-23

P-24 E-3 ᶞ ԁܗ 6 状ࣈ 0.25 0.22 0.11 105.94 － － ᶅ P-25・26
ˠ P-24

P-25 E-3・4 ᶞ ܗํ 状ܗٯ 0.44 0.40 0.11 105.99 － － ᶆ P-25 ˠ P-24

P-26 E-3 ᶞ ܗํ ԁ状 0.55 0.47 0.22 105.89 － 灰釉陶器 ᶃ P-26 ˠ P-23

P-27 E-3 ᶞ ܗํ ֊ஈ状 0.51 0.49 0.36 105.72 ͋り － ᶆ －

P-28 E-3 ᶞ ܗํ 6 状ࣈ （0.27）（0.24） 0.30 105.72 ͋り － ᶄ P-28 ˠ W-1

P-29 E-3 ᶞ ܗํ 6 状ࣈ （0.27）（0.25） 0.24 105.67 ͋り － ᶄ P-29 ˠ W-1

P-30 E-4 ᶞ ܗํ 6 状ࣈ 0.30 0.29 0.45 105.59 ͋り － ᶆ －

P-31 '-3・4 ᶠ ପԁܗ ശ状 0.26 0.22 0.12 105.69 － － ᶆ －

P-32 '-3 ᶠ ܗํ 6 状ࣈ 0.28 0.26 0.28 105.69 － － ᶄ －

P-33 '-3 ᶠ ܗํ ֊ஈ状 0.32 0.29 0.43 105.61 － － ᶄ －

P-34 '-3 ᶠ ܗํ 6 状ࣈ 0.31 0.29 0.26 105.77 ͋り － ᶄ －

P-35 '-3 ᶠ ෆ໌ ശ状 0.20 （0.04） 0.32 106.01 － － ᶆ －

P-36 '-3 ᶠ ํܗ 状ހ 0.33 0.24 0.09 105.93 － － ᶆ －

P-37 '-3 ᶠ ପԁܗ 7 状ࣈ 0.30 0.25 0.17 105.83 － － ᶆ －

ୈ 5 ද　ピット؍ද（2）
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遺構名 グリッド 確認面 平面形状 断面形状 長軸
（ｍ）

短軸
（ｍ）

深さ
（ｍ）

底面標高
（ｍ） 柱痕跡 出土遺物 時期 重複関係

（古→新） 備考

P-38 '-4 ᶠ ԁܗ ֊ஈ状 0.34 0.31 0.18 105.84 ͋り － ᶄ －

P-39 '-4 ᶠ ܗํ 6 状ࣈ 0.27 0.24 0.28 105.74 ͋り 近世土器 ᶄ －

P-40 '-4 ᶠ （ܗํ） 6 状ࣈ （0.18）（0.19） 0.48 105.87 － － ᶆ －

P-41 '-4 ᶠ ܗํ ശ状 0.32 0.30 0.48 105.67 － － ᶆ －

P-42 '-4 ᶠ （ܗํ） ෆఆܗ 0.33 （0.28） 0.28 105.91 － － ᶆ －

P-43 '-4 ᶠ ܗํ ԁ状 0.28 0.27 0.17 106.00 － － ᶆ －

P-44 '-4 ᶠ ܗํ ശ状 0.22 0.14 0.07 106.06 － － ᶆ －

P-45 '-4 ᶠ ԁܗ ԁ状 0.20 （0.17） 0.08 106.05 － － ᶆ P-47 ˠ　
P-45 ˠ P-46

P-46 '-4 ᶠ ํܗ ശ状 0.19 0.11 0.06 106.06 － － ᶆ P-45 ˠ P-46

P-47 '-4 ᶠ ପԁܗ ശ状 0.28 0.20 0.27 105.88 － － ᶆ P-47 ˠ P-45

P-48 '-4 ᶠ ܗํ ശ状 0.33 0.33 0.45 105.77 － － ᶄ －

P-49 '-4 ᶠ ํܗ ֊ஈ状 0.61 0.45 0.38 105.75 － － ᶄ P-49 ˠ P-50 ଧͪࠐΈߌか柱の
ൈ͖औりࠟ

P-50 '-4 ᶠ ܗํ ശ状 0.27 0.24 0.28 105.86 － － ᶄ P-49 ˠ P-50

P-51 '-4 ᶠ ܗํ 6 状ࣈ 0.28 0.25 0.23 105.88 － － ᶄ －

P-52 E-4 ᶛ ପԁܗ 状ހ 0.28 0.19 0.08 106.06 － － ᶆ －

P-53 E-4 ᶛ ํܗ ֊ஈ状 0.41 0.31 0.26 105.89 － 灰釉陶器
土師器 ᶃ P-55・56

ˠ P-53

P-54 E-4 ᶛ ܗํ 状ܗٯ 0.22 0.22 0.16 105.97 ͋り － ᶄ －

P-55 E-4 ᶛ （ԁܗ） 状ހ 0.37 （0.23） 0.10 106.04 － － ᶅ
P-56 ˠ　
P-55 ˠ　　
P-53、W-1

P-56 E-4 ᶛ （ԁܗ） 状ހ （0.43）（0.28） 0.11 106.03 － 須恵器 ᶄ
P-56 ˠ　
P-55 ˠ　
P-53、W-1

P-57 E-4 ᶛ （ํܗ） 状ܗٯ 0.38 （0.10） 0.08 106.07 － － ᶅ P-57 ˠ W-1

P-58 '-4 ᶠ （ܗํ） 6 状ࣈ 0.26 （0.11） 0.37 105.90 － － ᶄ － 掘りࠐΈ面は
ᶙ E 

P-59 '-4 ᶠ ܗํ 状ܗٯ （0.38）（0.35） 0.18 105.80 － － ᶆ －

P-60 '-4・5 ᶟ ܗํ ശ状 （0.34）（0.31） 0.33 105.67 ͋り － ᶄ － 根ݻΊ石͋り

P-61 '-4・5 ᶟ ܗํ ԁ状 0.28 （0.25） 0.22 106.00 － － ᶆ －

P-62 '-5 ᶟ ܗํ 6 状ࣈ 0.35 0.35 0.44 105.78 － 土師器 ᶃ －

P-63 '-5 ᶟ ܗํ 7 状ࣈ 0.31 0.29 0.19 105.97 ͋り － ᶄ －

P-64 '-5 ᶟ ܗํ 状ܗٯ 0.35 0.34 0.21 105.91 － － ᶆ －

P-65 '-5 ᶟ ํܗ 6 状ࣈ 0.32 0.28 0.37 105.84 － － ᶆ －

ୈ 6 ද　ピット؍ද（3）



19

遺構名 グリッド 確認面 平面形状 断面形状 長軸
（ｍ）

短軸
（ｍ）

深さ
（ｍ）

底面標高
（ｍ） 柱痕跡 出土遺物 時期 重複関係

（古→新） 備考

P-66 '-5 ᶟ ܗํ 7 状ࣈ 0.24 0.23 0.17 106.02 － － ᶆ －

P-67 '-4・5 ᶟ ܗํ ԁ状 0.37 0.36 0.18 106.02 － － ᶆ －

P-68 '-4 ᶠ （ํܗ） ശ状 （0.49）（0.31） 0.53 105.64 － － ᶄ － ଧͪࠐΈߌか柱の
ൈ͖औりࠟ

P-69 E-8 ᶟ ܗํ 状ܗٯ 0.39 （0.24） 0.33 105.83 － － ᶆ － ᶙ E にඃ෴さ
れる

P-70 '-8 － ԁܗ 状ܗٯ 0.33 0.31 0.10 106.05 － 土師器 ᶃ W-3 ˠ P-70 W-3 ෴土上面に
て確認

P-71 '-7・8 ᶟ ܗํ ശ状 0.37 0.36 0.28 105.83 ͋り 土師器 ᶃ W-3 ˠ
P-71 ˠ P-13

P-72 '-5 － ܗํ ശ状 （0.27）（0.26） 0.35 105.87 － － ᶆ D-8 ˠ P-72 D-8 ෴土上面にて
確認

P-73 E・'-5 － ܗํ 6 状ࣈ （0.34）（0.32） 0.34 105.82 － － ᶆ D-8 ˠ P-73 D-8 ෴土上面にて
確認

P-74 E-5 ᶛ ܗํ 状ܗٯ （0.40）（0.38） 0.18 105.80 － － ᶃ P-74 ˠ
D-7 ˠ W-1

P-75 E-5 ᶛ （ପԁܗ） 状ހ 0.50 （0.20） 0.14 106.02 － － ᶄ P-75 ˠ W-1

P-76 D-8 ᶙ F  （ܗํ） （ശ状） （0.08）（0.06） 0.35 105.96 － － ᶅ P-76 ˠ P-77

P-77 D-8 ᶙ F  （ܗํ） ശ状 0.40 （0.25） 0.38 105.95 － － ᶅ P-76 ˠ P-77

P-78 D-6・7 ᶙ F  （ํܗ） ശ状 0.36 （0.30） 0.73 105.54 － － ᶅ －

P-79 D-7 ᶙ F  （ԁܗ） ശ状 0.23 （0.14） 0.36 105.95 － － ᶅ －

P-80 D-6 ᶙ F  （ํܗ） 状ܗٯ 0.36 （0.09） 0.27 106.01 － － ᶅ －

P-81 D-7 ᶙ F  ԁܗ 状ܗٯ 0.28 0.26 0.11 106.25 － － ᶅ －

P-82 D-7 ᶙ F  ԁܗ ശ状 0.33 0.32 0.14 106.18 － － ᶅ D-9 ˠ P-82

P-83 D-7 ᶙ F  ԁܗ 7 状ࣈ 0.24 0.23 0.15 106.18 － － ᶅ －

P-84 D-7 ᶙ F  ԁܗ 状ܗٯ 0.29 0.28 0.15 106.19 － － ᶅ －

P-85 D-7 ᶙ F  ԁܗ ശ状 0.24 0.22 0.11 106.21 － － ᶅ －

P-86 $・D-
6・7 ᶙ F  ԁܗ ശ状 0.27 0.26 0.14 106.19 － － ᶅ －

P-87 $-5 ᶚ ܗํ 状ܗٯ 0.29 0.26 0.16 105.93 － － ᶅ －

P-88 $・D-5 ᶚ ԁܗ 7 状ࣈ 0.26 0.25 0.16 105.93 － － ᶅ －

P-89 D-5 ᶚ ԁܗ 状ܗٯ 0.29 0.28 0.12 105.97 － － ᶅ － ૅ板石͋り

P-90 D-5 ᶚ ܗํ ശ状 0.24 0.23 0.23 105.94 － － ᶅ －

P-91 D-5 ᶟ ܗํ 7 状ࣈ 0.39 0.36 0.33 105.82 － － ᶅ －

P-92 D-5 ᶟ ܗํ 状ܗٯ 0.38 0.32 0.25 105.84 － － ᶅ －

P-93 E-4 ᶞ ํܗ ശ状 0.34 0.28 0.37 105.79 － － ᶅ －

P-94 D-5 ᶙ F  ପԁܗ 状ܗٯ 0.27 0.23 0.24 106.09 － － ᶅ － ૅ板石͋り

ୈ 7 ද　ピット؍ද（4）



20

遺構名 グリッド 確認面 平面形状 断面形状 長軸
（ｍ）

短軸
（ｍ）

深さ
（ｍ）

底面標高
（ｍ） 柱痕跡 出土遺物 時期 重複関係

（古→新） 備考

P-95 E-5 ᶙ F  ܗํ 7 状ࣈ 0.25 0.23 0.34 105.95 － － ᶅ －

P-96 E・'-5 ᶟ ܗํ ֊ஈ状 （0.27）（0.27） 0.28 105.79 － － ᶃ P-96 ˠ D-8

P-97 '-5 ᶜ ܗํ ֊ஈ状 （0.56）（0.55） 0.20 105.82 － － ᶃ P-97 ˠ D-8

P-98 D-8 ᶙ F  （ܗํ） 6 状ࣈ 0.22 （0.10） 0.30 106.10 － － ᶄ － 掘りࠐΈ面は
ᶙ E 

P-99 $-8 ᶙ F  （ܗํ） 6 状ࣈ 0.21 （0.10） 0.32 106.20 － － ᶄ － 掘りࠐΈ面は
ᶙ E 

P-100 E-4 ᶛ ํܗ 状ܗٯ 0.55 0.40 0.10 106.05 － － ᶆ －

P-101 '-5 ᶟ ܗํ ശ状 0.26 0.23 0.32 105.98 － － ᶆ P-102 ˠ
P-101

P-102 '-5 ᶟ ܗํ ശ状 0.26 0.25 0.39 105.92 － － ᶆ
P-103 ˠ
P-102 ˠ
P-101

P-103 '-5・6 ᶟ ԁܗ 6 状ࣈ 0.30 0.28 0.32 106.01 － － ᶆ
P-104 ˠ　
P-103 ˠ　
P-102

P-104 '-6 ᶟ ܗํ 6 状ࣈ 0.51 0.45 0.74 105.57 － － ᶃ P-104 ˠ
P-103

ᶙ E がඃ෴す
る

P-105 '-7 － ෆ໌ 6 状ࣈ （0.31） 0.54 105.89 － － ᶄ W-2 ˠ
P-105

น面で確認、ฏ面
ແし
掘りࠐΈ面は
ᶙ E 

遺構名 グリッド 検出面 井戸
形式

平面
形状

断面
形状

長軸
（ｍ）

短軸
（ｍ）

深さ
（ｍ）

底面標高
（ｍ） 出土遺物 時期 重複関係

（古→新） 備考

I-1 E-6 W-1
上面 石ғ͍ ܗํ ԁ状 0.86 0.84 1.42

Ҏ上 －

陶磁器
近世土器
近世瓦
石製品

化ࡐ・木ย

近世 W-1 ˠ I-1 ่落のੑݥة
からະ掘

I-6 '-6 ᶟ ෆ໌ （ପԁܗ） ԁ状 0.35 （0.27） 1.25 105.24 － 近世～
近代 W-2 ˠ I-6

掘りࠐΈ面は
ᶙ E 
ᶘ B にඃ෴
される
井戸がൈ͖
औられたՄ
ੑ͋り

I-7 E-8 ᶟ ԳΈ ԁܗ ԁ状 0.62 － 1.61
Ҏ上 －

陶磁器
近世土器
土製品

近世瓦・Ϩンガ
須恵器

近世～
近代

W-1・2、
D-3 ˠ I-7

่落のੑݥة
からະ掘
ນ～໌࣏期

I-8 E・'-3 ᶠ ૉ掘り ԁܗ ԁ状 1.08 1.04 1.28 104.69 近世瓦
石製品

近世～
近代 － 石ғ͍のՄ

ੑ͋り

I-9 D-4 ᶞ ૉ掘り ԁܗか
ପԁܗ ԁ状 （0.70）（0.29） 0.86

Ҏ上 － － 近世～
近代 －

石ғ͍のՄ
ੑ͋り
掘りࠐΈ面は
ᶙ B 

ୈ 8 ද　ピット؍ද（5）

ୈ 9 ද　井戸؍ද
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遺構名 グリッド 検出面 平面形状 断面形状 長軸
（ｍ）

短軸
（ｍ）

深さ
（ｍ）

底面標高
（ｍ） 出土遺物 時期 重複関係

（古→新） 備考

W-1 E-3 ～ 8 ᶙ F 
西－東

（/-89°-E）
ઢ的に行

֊ஈ状
Ұ෦ހ状 21.35

0.63
～

1.89
0.52

西
105.94
東

105.82

陶磁器
近世土器
灰釉陶器

須恵器・土師器
石製品・ย

近世

D-4・7・8、
P-14・28・29・
55・56・57・74
・75、W-2 ˠ
W-1 ˠ I-1・7

ᶘ B がඃ෴
する
掘りࠐΈ面は
ᶙ E 

W-2
E-7・8
'-6・
7・8

ᶟ
南西－北東
（/-53°-E）
ઢ的に行

֊ஈ状 9.17
1.82
～

1.99
0.56

南西
105.57
北東
105.56

須恵器
土師器 古代

W-2 ˠ D-2・3、
P-15・16・17、
W-1、I-6・7

ᶙ E がඃ෴
する

W-3 '-7・8 ᶟ

南西－北東
（/-55°-E）
北東がやや

南に曲

状（2.80）ܗٯ 0.49 0.12 106.02
須恵器
土師器
磁器

古代 W-3 ˠ D-2、P-6
・70・71

W-4 '-8 ᶟ
南西－北東
（/-44°-E）

に行
状ܗٯ 2.22 0.48 0.10 106.04 須恵器

土師器 古代 W-5 ˠ W-4 ˠ
P-10・11

ᶙ E がඃ෴
する

W-5 '-8 ᶟ

南西－北東
（/-37°-E）
ઢ的に行

とਪఆ

状ܗٯ 1.08 （0.25） 0.29 105.91 － 古代 W-5 ˠ P-9、W-4 ᶙ E がඃ෴
する

番号 出土遺構
層位

種別
器種

法量
（㎝） 残存 色調焼成 胎土

（胎土色/含有物） 特徴　調整　文様　等

1 D-7
1/P.1

須恵器
ࡼߴ

13.5ܘޱ
6.7ܘߴ
器3.2ߴ

4�5 灰৭
ݩؐ

石ӳ 石 ֯ર石
ന৭ཻ

ӈճసϩクϩ成ܗ　ఈ෦ӈճసࢳりしߴޙ
షり͚　ࠐݟΈに墨書ʮኍϱʯ　

2 D-7
1  /P.2

須恵器
ࡼߴ

ܘߴ 7.5
器ߴ <2.3>

ఈ෦
ଘ

灰৭
ݩؐ

石 ยؠ
ന৭ཻ

ӈճసϩクϩ成ܗ　ఈ෦ӈճసࢳりしߴޙ
షり͚

3 D-7
1 

須恵器
ᆀ

ఈ（6.0）ܘ
ఈ（5.3）ܘ
器ߴ <1.6>

ఈ෦ 灰৭
ݩؐ

石
ന৭ཻ ৭ཻࠇ ӈճసϩクϩ成ܗ　ఈ෦ӈճసࢳりしະ調　

4 D-7
1 

土師器
ᆀ

（12.1）ܘޱ
ఈ（8.0）ܘ
器ߴ 3.4

1�5 にͿ͍ᒵ৭
ྑ

石ӳ 石
ᒵ৭ཻ

外面器面ຎ໓　外面ޱԑ෦にϤコナσ、体～ఈ
෦にナσ　面にナσ　

5 D-7
1 

石製品
石ޟ

 1.9 ෯ 2.0
ް 0.5
ॏྔ 3.2H

ଘ － 石ࡐ � ؠ৭೪板ࠇ 　ຏݚ

6 D-8
1  /P.6

須恵器
ᆵかළ

（9.0）ܘߴ
器ߴ <4.3>

体෦Լ位
～ఈ෦

灰৭
ݩؐ

石
ന৭ཻ ৭ཻࠇ

ӈճసϩクϩ成ܗ　体～ఈ෦ӈճసϔラケズリޙ
　ͼ面ఈ෦にࣗવ釉ணٴషり͚　外面ߴ

7 D-8
1  /P.7

須恵器
ᆵ

ఈܘ 9.6
器ߴ <15.7>
ܘ大࠷ 15.0

体෦
～ఈ෦

灰৭
ݩؐ

石ӳ 石
ന৭ཻ

外面体෦にԣํのճసケズリ・ナσ、ఈ෦にແ
調、植物ࠟ͋り　面体෦にԣํのナσ、ఈ
෦にԡѹࠟ　外面にࠇ৭ண物͋り　

8 P-23
1 

土師器
ᙈ

ఈ（5.0）ܘ
器ߴ <5.8>

胴෦Լ位
～ఈ෦

外面 にͿ͍ᒵ৭
面 ᒵ৭
ྑ

石ӳ 石 ֯ર石
ന৭ཻ ᒵ৭ཻ 外面胴～ఈ෦ϔラケズリ　面ϔラナσ・ナσ　

9 P-39
1 

かΘら͚
小ࡼ

（12.3）ܘޱ
ఈ（7.5）ܘ
器ߴ 2.8

1�5 にͿ͍ԫᒵ৭
ྑ

石ӳ ֯ર石
ന৭ཻ ৭ཻ ϩクϩ成ܗ　ఈ෦ճసࢳりしޙະ調　

10 P-53
1 

灰釉陶器


（14.8）ܘޱ
器ߴ <3.5>

ԑޱ
～体෦

オリーϒ灰৭
ݩؐ ৭ཻࠇ ϩクϩ成ܗ　外面にࢪ釉　刷ໟృり

11 I-1
1 

陶器


（11.3）ܘޱ
ܘߴ 4.6
器ߴ 6.2

1�3 ୶ԫ৭
ྑ

ઙԫᒵ৭
៛ີ

ͤΜ͡　ϩクϩ成ܗ　ಁ໌釉　ߴແ釉　ࠐݟ
Έ目跡 2 ϲ所ژ　・৴ָ

12 I-1
2 

陶器


（9.9）ܘޱ
（4.1）ܘߴ
器ߴ 5.1

1�3 灰ന৭
ྑ

灰ന৭
ややૈ

ͤΜ͡　ϩクϩ成ܗ　灰釉　ߴແ釉　戸・
ඒೱ

13 I-1
1 

陶器


（10.8）ܘޱ
器ߴ <3.6>

～ԑޱ
体෦
ഁย

灰ന৭
ྑ

灰ന৭
៛ີ

ͤΜ͡　ϩクϩ成ܗ　ಁ໌釉　మ絵文　ژ・
৴ָ

14 I-1
2 

陶器


ܘޱ 10.9
ܘߴ 4.4
器ߴ 7.8

Ұ෦
ܽଛ

ઙԫ৭
ྑ

灰ന৭
៛ີ ϩクϩ成ܗ　ಁ໌釉　ߴແ釉　ژ・৴ָ

ୈ 11 ද　遺物؍ද（1）

ୈ 10 ද　溝؍ද
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番号 出土遺構
層位

種別
器種

法量
（㎝） 残存 色調焼成 胎土

（胎土色/含有物） 特徴　調整　文様　等

15 I-1
1 

陶器


ܘޱ 9.4
ܘߴ 3.1
器ߴ 6.1

3�4 ઙԫᒵ৭
ྑ

ઙԫᒵ৭
៛ݎ

৭絵ٿ　ϩクϩ成ܗ　ಁ໌釉　ߴແ釉　外
面上絵͚Ֆ文（়וか、・୶੨）　ژ・৴ָ

16 I-1
2 

かΘら͚
小ࡼ

ܘޱ 9.5
ఈܘ 6.0
器ߴ 2.1

2�3 にͿ͍ᒵ৭
ྑ

石ӳ ֯ર石
ന৭ཻ ᒵ৭ཻ りしະ調ࢳճసࠨఈ෦　ܗճసϩクϩ成ࠨ

17 I-1
2 

ࣖ土器
ᖿᖻ

（35.7）ܘޱ
ఈ（34.0）ܘ
器ߴ 5.2

1�4 ৭～灰৭ࠇ
ྑ 石ӳ 石 ന৭ཻ

ࣖ 2 ϲ所ଘ　瓦࣭　ඥ積Έϩクϩ成ܗ　外面
Լ位ԡѹࠟ　ఈ෦ฏఈ・࡞ܕり・ॖ目　外面全体
d 面体෦にഗண　

18 I-1
2 

ࣖ土器
ᖿᖻ

（31.4）ܘޱ
ఈ（29.0）ܘ
器ߴ 5.3

1�5
外面 ৭ࠇ
面 にͿ͍ᒵ৭
ྑ

石ӳ ֯ર石
ന৭ཻ ᒵ৭ཻ

ࣖ 2 ϲ所ଘ　ඥ積Έϩクϩ成ܗ　外面Լ位ԡ
ѹࠟ、ϔラケズリ、ఈ෦ฏఈ・࡞ܕり・ॖ目　外
面全体にഗண　

19 I-1
2 

ࣖ土器
ᖿᖻ

ܘޱ 37.6
ఈܘ 34.6
器ߴ 5.3

3�4 ৭～灰৭ࠇ
ྑ

石 ֯ર石
ന৭ཻ

ࣖの基෦に近͍ࠟ跡が 2 ϲ所ଘ　瓦࣭　ඥ積
Έϩクϩ成ܗ　外面Լ位ԡѹࠟ　ఈ෦ฏఈ・࡞ܕ
り・ॖ目　外面にഗண　

20 I-1
1 

ࣖ土器
ᖿᖻ

 <6.5>
෯ <7.0>
ް <0.7>

ఈ෦
ഁย

外面 灰ԫ৭
面 灰ന৭
ྑ

石 ֯ર石
ന৭ཻ ᒵ৭ཻ

瓦࣭　ఈ෦ฏఈ・࡞ܕり・ॖ目　ఈ෦面にࠁ印
ʮ大ۃ上ʯ　

21 I-7
1 

磁器
ࡼ

（13.0）ܘޱ
（8.0）ܘߴ
器ߴ 3.7

1�5 ྑ ന৭
៛ݎ

輪Ֆࡼ　ϩクϩܕଧ成ܗ　ऄϊ目Ԝߴܗ（ߴ）　
ന磁　ಁ໌釉　ޱ᭕　ං前

22 I-7
2 

磁器
ழޱ

ܘޱ 8.5
ܘߴ 4.5
器ߴ 6.1

2�3 ྑ ന৭
៛ݎ

ϩクϩܕଧ成ܗ　輪Ֆ　ಁ໌釉　ແ釉　છ
ଢ଼文・࿇ห文、ԑࠐݟ、᧪ํ࢛Έদ竹കؙ
文　ං前

23 I-7
2 

磁器
ஈॏ֖

（9.1）ܘޱ
器ߴ <2.7> 1�4 ྑ ന৭

៛ݎ
ϩクϩ成ܗ　橋ఠΈ　ಁ໌釉　ड͚෦ແ釉　છۋ

（・・・ۚ࠼）ࣣๅ・Ֆؙ文　ං前

24 I-7
1 

磁器
ஈॏ

（13.8）ܘޱ
（8.1）ܘߴ
器ߴ 5.6

1�6 ྑ ന৭
៛ݎ

ϩクϩ成ܗ　ಁ໌釉　ޱԑ・ड͚෦ແ釉　છඍ
ਖ文　ম͖͋͗ܧり　ං前

25 I-7
2 

陶器
土ළ

ܘޱ 8.0
ఈ（7.1）ܘ
器（10.8）ߴ

1�2 灰ԫ৭
ྑ

灰ന৭
៛ີ

ϩクϩ成ܗ　ޱ・ࣖష　落し֖　ス 3 ϲ所　
上͛ఈ　灰釉　૭絵（നట・ޖ須）ൕֻ͚ધか　
৴ָ

26 I-7
2 

陶器
須ٸ 器ߴ <4.5> ഁย にͿ͍৭

ྑ
灰ԫ৭
៛ີ

ϩクϩ成ܗ　ޱష　ス 6 ϲ所　ֻ͚০　
ৗ

27 I-7
2 

土器
植木ു

（14.0）ܘޱ
器ߴ <7.2> 1�3 灰৭

ྑ ന৭ཻ ৭ཻࠇ 瓦࣭　ӈճసϩクϩ成ܗ　

28 I-7
2 

ࣣྚ෦品
෩ޱ

 <7.6>
෯ <7.5>
器ߴ 6.3
ॏྔ 139.0H

ഁย にͿ͍ԫᒵ৭
ྑ

石ӳ ന৭ཻ
৭ཻࠇ ᒵ৭ཻ 板࡞り　෩ܘޱਪఆ 77NN　

29 I-7
෴土

近世瓦
ಓ۩瓦

 <6.9>
෯ <14.1>
ް 2.1
ॏྔ 169.0H

ഁย 灰৭
ྑ

石ӳ 石 ന৭ཻ
৭ཻࠇ َ瓦やᲤ瓦などの০瓦　֊ஈ状の০　

30 I-8
3 

石製品
石ӓԼӓ

器ߴ <9.5>
෯ <26.8>
ॏྔ 3060H

1�6 － 石ࡐ � ؠࢁ҆ ൨͖目なし　ޫ͋り　

31 W-1
1  /P.1

陶器
ࡼ

（13.0）ܘޱ
（6.4）ܘߴ
器ߴ 4.0

1�6
ઙԫ৭・
灰オリーϒ৭
ྑ

ઙԫ৭
ややૈ

　ѿ釉　ಔ釉ྲྀしֻ͚　ܗଧ成ܕϩクϩ　ࡼ٠
ແ釉　戸・ඒೱߴ

32 W-1
2 

灰釉陶器
ஈࡼ

（13.8）ܘޱ
器ߴ <2.0>

ԑޱ
～体෦

オリーϒ灰৭
ݩؐ ৭ཻࠇ ϩクϩ成ܗ　外面ࢪ釉　刷ໟృり

33
W-2
2 

/P.3�4

須恵器
ᆀ

（13.0）ܘޱ
ఈܘ 6.1
ఈ（8.4）ܘ
器ߴ 2.9

2�5 灰৭
ݩؐ

石
ന৭ཻ ৭ཻࠇ ӈճసϩクϩ成ܗ　ఈ෦ӈճసࢳりしະ調

34 W-2
2 

須恵器


（13.6）ܘޱ
器ߴ <3.5>

ԑޱ
～体෦

灰ന৭
ݩؐ

石ӳ 石
ന৭ཻ ৭ཻࠇ ϩクϩ成ܗ　

35 W-2
2  /P.5

須恵器
ᆀ

ఈ（7.0）ܘ
ఈ（9.3）ܘ
器ߴ <1.2>

体෦Լ
～ఈ෦

灰ന৭
ݩؐ

石ӳ 石
৭ཻࠇ

ϩクϩ成ܗ　ఈ෦ӈճసࢳりしޙ体෦Լӈ
ճసϔラケズリ　

36 W-2
2  /P.1

須恵器
ᆀ

ఈܘ 6.1
ఈܘ 5.6
器ߴ <1.3>

ఈ෦ 灰৭
ݩؐ

石
ന৭ཻ ৭ཻࠇ ӈճసϩクϩ成ܗ　ఈ෦ӈճసࢳりしະ調

ୈ 12 ද　遺物؍ද（2）
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番号 出土遺構
層位

種別
器種

法量
（㎝） 残存 色調焼成 胎土

（胎土色/含有物） 特徴　調整　文様　等

37 W-2
2 

土師器
ᙈ

（21.4）ܘޱ
器ߴ <4.6> ԑ෦ޱ

外面 にͿ͍ԫᒵ৭
面 にͿ͍ԫ৭
ྑ

石ӳ 石 ֯ર石
ന৭ཻ ৭ཻࠇ

外面ޱԑ෦にϤコナσ・ࢦԡさえ、ᰍ෦にԣํ
のϔラケズリ　面Ϥコナσ・ナσ

38 W-3
検出面

須恵器
ᆀ

ఈ（8.0）ܘ
ఈ（8.2）ܘ
器ߴ <2.3>

体෦Լ位
～ఈ෦

灰ന৭
ݩؐ ৭ཻࠇ ϩクϩ成ܗ　ఈ෦ӈճసࢳりしະ調

39 W-3
1 

須恵器
ᆀ

ఈ（6.3）ܘ
ఈ（6.4）ܘ
器ߴ <1.8>

体෦Լ位
～ఈ෦

外面 にͿ͍৭
面 灰৭
ؐݩ

石ӳ 石
ന৭ཻ ৭ཻࠇ

ӈճసϩクϩ成ܗ　ఈ෦ӈճసࢳりしޙ、手
ࠟ۩ϔラケズリ　ఈ෦に工ͪ࣋

40 掘トϨࢼ
ンチ 2

かΘら͚
小ࡼ

ఈܘ 4.8
器ߴ <2.0>

ఈ෦
ଘ

にͿ͍ԫᒵ৭
ྑ

石ӳ ֯ર石
ന৭ཻ ৭ཻ りしະ調ࢳճసࠨఈ෦　ܗճసϩクϩ成ࠨ

41 ද土 ࣖ土器
ು 器ߴ <5.8> ԑޱ

～体෦

外面 ৭ࠇ
面 灰ԫ৭
ྑ

石ӳ 石 ࠎ
ന৭ཻ ৭ཻ
৭ཻࠇ

外面ճసナσ・ナσ　ࣖの基෦ 1 ϲ所ଘ　
外面にഗண　

42 掘トϨࢼ
ンチ 3

土器
ು

（37.9）ܘޱ
ఈ（22.0）ܘ
器ߴ 12.6

1�5 ৭৭～灰ԫࠇ
ྑ

石ӳ 石 ֯ર石
ന৭ཻ

瓦࣭　ඥ積Έϩクϩ成ܗ　ఈ෦ฏఈ・࡞ܕり・ॖ
目　外面にഗண　

43 掘トϨࢼ
ンチ 3

土器
ು

（35.7）ܘޱ
ఈ（23.1）ܘ
器ߴ 11.0

1�6 ৭৭～灰ԫࠇ
ྑ

石ӳ ֯ર石
ന৭ཻ

瓦࣭　ඥ積Έϩクϩ成ܗ　外面Լԡѹࠟ　ఈ෦
ฏఈ・࡞ܕり・ॖ目　外面にഗண　

44 掘トϨࢼ
ンチ 2

磁器
ࡼ

（）ܘޱ
11.5 ܘߴ
6.8
器ߴ <3.5>

2�3 ྑ ന৭
៛ݎ

౷੍陶器　มࡼܗ　ϩクϩܕଧ成ܗ　ಁ໌釉　
ແ釉　ΰϜ版絵外面・ԑՖ文・ࠐݟ
Έ࿖ֳࢁਫ文　ߴΰϜ　౷੍番号ʮ有 32ʯ　
ං前

45 Χクラン
چ） I-2）

磁器
小ഋ

（6.8）ܘޱ
ܘߴ 2.9
器ߴ 4.0

1�2 ྑ ന৭
៛ݎ

ܗ　ϩクϩ成ܗ　クϩϜ੨磁釉　ಁ໌釉　
ແ釉　છদԼਓ文　戸・ඒೱ

46 Χクラン
چ） I-2）

磁器
ു

（9.5）ܘޱ
ܘߴ 6.6
器ߴ 6.7

3�4 ྑ ന৭
៛ݎ

֖物（֖のു）　ϩクϩ成ܗ　ಁ໌釉　ޱԑ・
ແ釉　コバルトછ植物文・࿇ห文　ං前

47 Χクラン
چ） I-2）

磁器
ਫణ

上面෯ 8.7
ఈܘ 9.0
器ߴ 2.5

1�2 ྑ ന৭
៛ݎ

上面　ܗԡし成ܕ 1 ϲ所͋り　面ఈ෦目・
上面ԡѹࠟ・ண物͋り　ಁ໌釉　ޖ須釉　ཅࠁ
ேإ文　ං前

48 Χクラン 陶器
ּ原ു

（16.6）ܘߴ
器ߴ <5.3>

体～
ఈ෦

ઙԫᒵ৭
ྑ

ઙԫ৭
៛ີ

ּ原ു　ϩクϩ成ܗ　ߴ　灰釉　మ絵ळ文　
Έ目跡ࠐݟ 4 ϲ所　戸・ඒೱ

49 ද土 陶器
車土ළؿ

ܘޱ 2.5
ܘޱ 3.0
ఈܘ 6.2
器ߴ 8.6

ଘ ໌オリーϒ灰৭
ྑ

灰ന৭
៛ີ

ീ֯ܗの֯ܕළ　టᕶரࠐΈ　ยޱの͗ޱ　
೪土ඥにΑる手　ಔ釉　ਖ਼面ཅࠁʮޚʯ　
എ面ཅࠁʮۚޒમʯ・ʮޚҙۭͼΜは͜しか͚の
Լʯ　製造໌ݩ記ແし　会本ڷか

50 Χクラン 土器
Րു

（20.5）ܘޱ
ܘߴ 14.9
器ߴ <15.9>

Ұ෦
ܽଛ

・৭ࠇ
にͿ͍ԫᒵ৭
ྑ

石ӳ
ന৭ཻ ৭ཻ
৭ཻࠇ

ඥ積Έϩクϩ成ܗ　ߴ　外面ϛガキ　ఈ෦
ケズリ　ճసԡೀཕ文・ُߕ文　ԡೀՖი文

51 Χクラン 瓦塔

 <6.5>
෯ <8.1>
器ߴ <4.0>
ॏྔ 126.2H

屋֖෦
ഁย

ઙԫ৭
化ԍࢎ

石ӳ 石 ֯ર石
ന৭ཻ ৭ཻࠇ
ᒵ৭ཻ

器面ຎ໓にΑり、瓦の͗ܧ目ද現ෆ໌

52 ද土 石造物
石塔૬輪

器ߴ <29.5>
෯ 15.5
ॏྔ 6450H

上Լ෦
ܽଛ － 石ࡐ � ؠࢁ҆ 輪上෦・ϗκԼ෦ܽଛ　ๅᝫ印塔か

53 Χクラン
چ） I-2）

石造物
輪塔ਫ輪ޒ

器ߴ 14.5
෯ 25.4
ॏྔ 11350H

Ұ෦
ܽଛ － 石ࡐ � ؠࢁ҆ 外面にෳ数ഁଛ͋り　上Լ中ԝ෦に͘΅Έ͋り

54 Χクラン મ՟
Ӭ௨ๅ

ܘ 22.7ᶱ
 6.5ᶱ
ް 0.5d1.0ᶱ
ॏྔ 1.9H

－ － － 真᭦製　ߐ戸Ԯ原મ

55 ද土 ガラス製品
ළ

ܘ外ޱ 2.4
ܘޱ 1.8
ఈܘ 5.9
器ߴ 22.5
ॏྔ 247.0H

ଘ ୶৭ － ϫΠンϘトル　キックਂ͍　ܗਧ͖成ܕ

56 ද土 ガラス製品
ළ

ܘ外ޱ 3.0
ܘޱ 1.8
ఈܘ 7.0
器ߴ 18.6
ॏ 351.1H

ଘ ೱ੨৭
（コバルト৭） － ఈ෦にエンϘス（Ֆ　ݞかり͍　ޱ細　ܗਧ͖成ܕ

ი文）

ୈ 13 ද　遺物؍ද（3）
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ୈ 9 図　B － 1 号掘立柱建物・D － 1 ～ 5・9・10 号土坑

D－2
1ɽ ࠇ৭（2.5:3�2） ࣭࠭土。ന৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 3DN）多ྔؚΉ。し·りڧ、೪ੑややڧ。
2ɽ ԫ灰৭（2.5:4�1） ࣭࠭土。ന৭土ϒϩック（ܘ 1 ～ 5DN）多ྔؚΉ。し·りڧ、೪ੑऑ。
D－3
1ɽ ࠇ৭（10:32�2） ೪࣭土。ന৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 5DN）多ྔؚΉ。し·り・೪ੑڧ。
D－4
1ɽ ࠇ৭（2.5:3�1） ೪࣭土。灰৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 1DN）、ԁ（ܘ 5 ～ 10DN）ඍྔؚΉ。し·りややڧ、೪ੑڧ。
D－5
1ɽ ࠇ৭（2.5:3�1） ೪࣭シルト。৭・灰ԫ৭・ԫ৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 1DN）中ྔ、化物ཻগྔؚΉ。し·りややڧ、೪ੑڧ。
D－9
1ɽ ࠇ৭（10:33�2） ೪࣭土。ԫ৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 2DN）、ന৭ཻগྔؚΉ。し·り・೪ੑڧ。
D－10
1ɽ ࠇ৭（10:33�2） ࣭࠭シルト。ԫ৭土ཻ・ന৭ཻ・化物ཻඍؚΉ。し·りややڧ、೪ੑややऑ。

B－1
1ɽࠇ৭（10:32�1）　 ೪࣭シルト。ന৭土ཻ中ྔ、化物ཻඍྔؚΉ。し·りややऑ、೪ੑややڧ。
2ɽࠇ৭（10:33�2）　೪࣭シルト。ന৭土ཻ・ԫ৭土ཻ・化物ཻগྔؚΉ。し·り・೪ੑややڧ。

D－1
1ɽ ࠇ৭（2.5:3�1） ࣭࠭土。ԁ（ܘ 10 ～ 15DN）গྔ、ԫ৭土
  ϒϩック（1～0.5ܘDN）ඍྔؚΉ。し·りややڧ、
  ೪ੑऑ。
2ɽ ࠇ৭（10:2�2） ࣭࠭シルト。ԫ৭土ཻඍྔؚΉ。し·りややڧ、
  ೪ੑऑ。
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ୈ 10 図　D － 7・8 号土坑・I － 1 号井戸

D－7
1ɽࠇ৭（10:33�2） ೪࣭土。ԫ৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 2DN）গྔؚΉ。し·り・೪ੑڧ。
D－8
1ɽࠇ৭（10:33�2） ೪࣭土。ԫ৭土ϒϩック（ܘ 1 ～ 3DN）多ྔؚΉ。し·り・೪ੑڧ。

I－1
1ɽࠇ৭（10:31.7�1）　 ೪࣭土。化物（ܘ 0.5 ～ 1DN）ඍྔؚΉ。し·りややڧ、೪ੑڧ。
2ɽࠇ৭（2.5:3�1）　 ೪࣭土。木࣭ย（थൽ）ඍྔؚΉ。し·りややڧ、೪ੑڧ。
3ɽࠇ৭（10:32�1）　 ೪࣭土。化物（ܘ 0.5 ～ 1DN）ඍྔؚΉ。し·りややڧ、೪ੑڧ。
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ୈ 11 図　I － 6 ～ 9 号井戸

I－6
1ɽ ࠇ৭（10:33�1） ೪࣭土。ԫ৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 3DN）多ྔ、ԁ（ܘ 10 ～ 20DN）গྔؚΉ。し·り・೪ੑڧ。
2ɽ ࠇ৭（2.5:3�1） ೪࣭土。ԁ（ܘ 10 ～ 15DN）ඍྔؚΉ。し·りややڧ、೪ੑڧ。
3ɽ ࠇ৭（10:33�1） ೪࣭土。ԫ৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 3DN）多ྔ、ԁ（ܘ 10 ～ 20DN）গྔ、ԫ৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 1DN）ඍྔؚΉ。

  し·り・೪ੑڧ。
4ɽ ࠇ৭（10:33�1） ೪࣭土。ԫ৭土ϒϩック（ܘ 1 ～ 3DN）多ྔ、ԁ（ܘ 10 ～ 20DN）গྔؚΉ。し·り・೪ੑڧ。
5ɽ ࠇ৭（2.5:3�1） ೪࣭土。化物ཻඍྔؚΉ。し·りややڧ、೪ੑڧ。
6ɽ ࠇ৭（2.5:3�1） ೪࣭土。ԁ（ܘ 20DN）、木࣭ยগྔؚΉ。し·りऑ、೪ੑڧ。
7ɽ ࠇ৭（2.5:3�1） ೪࣭土。ԫ৭土ϒϩック（ܘ 1 ～ 3DN）・灰৭土ϒϩック（ܘ 1 ～ 3DN）・ԁ（ܘ 20DN）・木ยの植物遺体গྔؚΉ。

  ऑグラΠ化。し·りऑ、೪ੑڧ。
8ɽ ࠇ৭（10:33�1） ೪࣭土。ԫ৭土ϒϩック（ܘ 1 ～ 3DN）গྔؚΉ。し·り・೪ੑڧ。
9ɽ ࠇ৭（10:33�1） ೪࣭土。ԫ৭土ϒϩック（ܘ 1 ～ 5DN）গྔؚΉ。し·り・೪ੑڧ。

ܘ）৭土ϒϩック৭（10:33�1） ೪࣭土。ԫࠇ .10 1 ～ 5DN）多ྔؚΉ。し·り・೪ੑڧ。
ܘ）৭土ϒϩック৭（2.5:3�1） ೪࣭土。ԫࠇ .11 3 ～ 10DN）多ྔؚΉ。し·り・೪ੑڧ。
ܘ）৭土ϒϩック৭（2.5:3�1） ೪࣭土。ԫࠇ .12 1 ～ 3DN）গྔؚΉ。し·り・೪ੑڧ。
ܘ）৭土ϒϩック৭（2.5:3�1） ೪࣭土。ԫࠇ .13 1 ～ 3DN）多ྔؚΉ。し·り・೪ੑڧ。

I－8
1ɽࠇ৭（10:32�1） ೪࣭土。ԫ৭土ཻ・໌灰৭土ཻ・ѥԁ（ܘ
  10DN）ඍྔؚΉ。し·りややऑ、೪ੑڧ。
2ɽࠇ৭（10:32�1） ೪࣭土。໌灰৭シルト土と໌ࢵ灰৭࣭࠭土のޓ
  状。し·りऑ、೪ੑڧ。
3ɽࠇ৭（10:32�1） ೪࣭土。ന৭ཻඍྔؚΉ。し·りऑ、೪ੑඇৗに
。ڧ  

I－7
1ɽࠇ৭（10:33�1） ೪࣭土。（ܘ 10 ～ 40DN）多ྔؚΉ。し·りややڧ、೪ੑڧ。
2ɽࠇ৭（10:33�1） ೪࣭土。ԁ（ܘ 3 ～ 15DN の玉࠭ར）多ྔؚΉ。し·りややڧ、೪ੑڧ。
3ɽࠇ৭（10:32�1） ೪࣭土。ѥ֯（ܘ 10 ～ 15DN）多ྔؚΉ。し·り・೪ੑڧ。
4ɽࠇ৭（10:33�2） ೪࣭土。ന৭ཻඍྔؚΉ。し·り・೪ੑڧ。
I－9（چ D－6）
1ɽࠇ৭（10:33�2） ೪࣭シルト。ѥ֯・ԁ（ܘ 10 ～ 30DN）中ྔ、৭土ϒϩック（ܘ 0.5
   ～ 10DN）・ന৭ཻ・化物ཻඍྔؚΉ。し·り・೪ੑややڧ。
2ɽࠇ৭（10:33�2） ೪࣭土。ѥ֯・ԁ（ܘ 10 ～ 30DN）ඇৗに多ྔؚΉ。し·りऑ、೪ੑڧ。
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ୈ 12 図　W － 1 号溝

W－1　
1ɽࠇ৭（10:33�1） ೪࣭土。ന৭ཻগྔؚΉ。し·り・೪ੑڧ。
2ɽࠇ৭（10:32�3） ࣭࠭シルト。ԫ৭土 ・ཻന৭ཻগྔ、ѥ֯（ܘ 2 ～ 5DN）ඍྔؚΉ。し·りややڧ、೪ੑややऑ。
3ɽࠇ৭（10:33�1） ࣭࠭シルト。ࠇ৭土ཻ・ԫ৭土ཻ・ന৭ཻඍྔؚΉ。し·り・೪ੑややऑ。
4ɽࠇ৭（53:3�1） ࣭࠭シルト。ࠇ৭土ཻ・灰৭土ཻ・ന৭ཻඍྔؚΉ。し·り・೪ੑややऑ。
5ɽࠇ৭（10:32�1） ೪࣭土。ന৭ཻඍྔؚΉ。し·り・೪ੑڧ。
6ɽࠇ৭（2.5:3�1） ࣭࠭土。ന৭ཻগྔؚΉ。し·りڧ、೪ੑऑ。
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ୈ 13 図　W － 2 ～ 5 号溝

W－2
1ɽࠇ৭（10:32�3） ࣭࠭土。ૈཻ࠭多ྔ、ԫ৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 1DN）ඍྔؚΉ。し·り・೪ੑややڧ。
2ɽࠇ৭（10:32�2） ೪࣭土。ԫ৭土ϒϩック（ܘ 1 ～ 3DN）ඍྔؚΉ。し·りややऑ、೪ੑڧ。

W－3
1ɽࠇ৭（10:33�1） ೪࣭土。ম土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 1DN）・化物ཻগྔؚΉ。し·りややऑ、೪ੑڧ。
W－4
1ɽࠇ৭（10:33�2） ೪࣭土。上位にԫ৭土ϒϩック（ܘ 0.5 ～ 1DN）গྔؚΉ。し·り・೪ੑڧ。
W－5
1ɽࠇ৭（10:33�3） ೪࣭土。ԫ৭土ཻඍྔؚΉ。し·り・೪ੑڧ。
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ୈ 14 図　D － 7・8 号土坑・P － 23・39・53 号ピット・I － 1 号井戸出土遺物

D－7

D－8

I－1（1）

P－23 P－39

P－53



33

1ɿ30 10ᶲ 1ɿ40 10ᶲ

29（1/4）
28（1/4）

27（1/4）

26（1/3）

25（1/3）

24（1/3）

23（1/3）
22（1/3）

21（1/3）

20（1/4）

19（1/4）

18（1/4）

17（1/4）

16（1/4）
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ୈ 17 図　遺構外出土遺物（2）
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ୈ 18 図　遺構外出土遺物（3）

遺構外（3）
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ୈᶜষ　·とΊ

　本調査区で検出された遺構は、掘立柱建物 1 棟（B－1）、土坑 9 基（D－1 ～ 5・7 ～ 10）、ピット 102 基（P

－1 ～ 17・21 ～ 105）、井戸 5 基（I－1・6 ～ 9）、溝 5 条（W－1 ～ 5）で͋る。遺物は、古時代～近代·

での土器や陶磁器、土製品、石製品、木製品・木ࡐ、ۚ属製品、ガラス製品がテンバコ 5 ശఔ出土して͓り、

ͦの中でも 9 世紀代の遺物と 18 世紀～ 19 世紀の遺物が主体で͋ͬた。ҎԼでは、出土遺物・ॏෳ関・確認

面から遺構の時期別を行͍、古代Ҏ前・近世Ҏ前・近世Ҏ߱にΘ͚て記ड़した。

古代以前

　֘期の遺構は、D－4・7・8 号土坑、W－2 ～ 5 号溝で͋る。ͦのうͪ、W－3 号溝が 9 世紀代、D－7・8

号土坑と W－2 号溝が 9 世紀中༿～ޙ༿で͋る。W－2 号溝は、行ํ位を南西－北東とする෯約 2 ̼、ਂさ

約 0.6 ̼のやや大ܗの溝で͋る。遺物は、D－7 号土坑から出土した墨書ʮኍϱʯが認Ίられる須恵器ߴࡼ

が特චされる。な͓、古時代の土師器ഁยが遺構外で出土して͓り、֘期の遺構が検出された遺構の中にؚ

·れて͍るՄੑが͋る。

近世以前

　基本ᶙ（17 世紀代）ΑりԼ位で構ஙされる遺構、·たは古代Αり新し͍遺構で͋る。֘期の遺構は、

B－1 号掘立柱建物、D－1 ～ 3 号土坑で͋る。ͦのうͪ、B－1 号掘立柱建物と D－1 号土坑が 17 世紀代Ҏ前、

D－2 号土坑が古代Ҏ߱、D－3 号土坑が古代～近世で͋る。な͓、中世の陶磁器ഁยが遺構外で出土して͓り、

֘期の遺構が検出された遺構の中にؚ·れて͍るՄੑが͋る。

近世以降

　基本ᶙで検出された遺構で͋る。֘期の遺構は、D－5・9・10 号土坑、I－1・6・7・9 号井戸、W－1

号溝で͋る。ͦのうͪ、I－1 号井戸が 18 世紀ޙ、I－7 号井戸が 19 世紀代、W－1 号溝が 18 世紀前には

埋して͍る。ピットは、根石やૅ板石を伴うもの（P－60・89・94）が͋り、掘立柱建物の柱穴とΈられる。

　古代に͍ͭては、9 世紀代の遺構と遺物が主体的に認Ίられた。֘期の遺構と遺物は、本調査区पลの前橋

城（三のؙ門東地点）や前橋城（車橋門ؙ馬出遺構の調査）でも確認されて͓り、طԟの֤調査で認Ίられた༷

૬とҰகする͜とが成果としてಘられた。·た、墨書土器は前橋城（車橋門ؙ馬出遺構の調査）でも出土して͓

り、本調査区पลにࣝࣈがଘ在して͍たとࢥΘれる。近する前橋城（三のؙ門東地点）では、須恵器のྏ

やᰍᆵ、瓦などの教関࿈遺物のଘ在が目されて͍る（前橋市教育委員会　2011）。

　近世に͍ͭては、W－1 号溝が特චされる。W－1 号溝はૉ掘りのઢ的な溝で、断面ܗ状は֊ஈ状、ํ

位はほ΅東西で͋る。埋時期は I－1 号井戸とのॏෳから 18 世紀前ࠒと考えられる。ୈ 19 図は、طԟの調

査成果と本調査区をࣔした現況図に、ͦれͧれ酒井氏時代（1601－1749）の前橋城絵図（ୈ 19 図上）とদฏ

氏時代（1749－1767）の前橋城絵図（ୈ 19 図Լ）をॏͶ߹Θͤたもので͋る。酒井氏時代の絵図に͓͚る本

調査区の位置は、ʮଠࠨӴ門ʯとʮӜ二ྑീʯの屋敷で͋る。地ׂは東西࣠で、W－1 号溝の࣠ํと

近ࣅして͍る。·た、দฏ氏時代の絵図に͓͚る位置は、ʮ小出ୢӈӴ門ʯとʮ小ּ原次ฌӴʯの屋敷で、

地ׂが南北࣠ม化して͍る。Αͬて、W－1 号溝は酒井氏時代の地ׂや時期がҰகする͜とから、屋敷境のՄ

ੑが͋る。

　今ճの調査݁果では、9 世紀代に͓͚る遺構のがりと、酒井氏時代のՈ屋敷に伴うՄੑの͋る遺構が検

出された。今ޙの調査にΑͬて、ߋなるࢿྉ૿Ճを期した͍。
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ୈ 19 図　前橋城絵図に͓͚る本調査区とطԟの調査区位置

酒井氏時代（1749 年Ҏ前の༷૬を描͍た絵図）

松平氏時代（1751 ～ 1764 年ࠒの༷૬を描͍た絵図）
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PL.1

調査区全景　上が北

調査前現況　東から



PL.2

D － 1 号土坑断面　東から D － 2・3 号土坑　南から

D － 5 号土坑断面　東からD － 4 号土坑　南から

D － 7 号土坑断面 B － B′　北東から

D － 8 号土坑遺物出土状況　南東からD － 8 号土坑　南東から

D － 7 号土坑遺物出土状況　南東から



PL.3

P － 34 号ピット断面　北東から

P － 27 号ピット断面　南から

P － 33 号ピット断面　南東から

D － 9 号土坑　南から D － 10 号土坑断面　南から

P － 1 号ピット断面　南東から P － 23 号ピット断面　東から

P － 30 号ピット断面　西から



PL.4

I － 9 号井戸　西からI － 8 号井戸　東から

I － 7 号井戸　南からI － 6 号井戸　北から

P － 94 号ピット　東からP － 89 号ピット　東から

P － 60 号ピット　西からP － 39 号ピット断面　東から



PL.5

I － 1 号井戸胴木・根石検出状況　南から

I － 1 号井戸　南から



PL.6

W － 4・5 号溝　北東からW － 3 号溝　北東から

W － 2 号溝　北東からW － 1 号溝遺物出土状況　南から

W － 1 号溝　東から



PL.7

出土遺物（1）

3（1/4）

13（1/3）

4（1/4）

14（1/3）

6（1/4）

16（1/4）

7（1/4）

17（1/4）

8（1/4）

18（1/4）

9（1/4）

19（1/4）

10（1/3）

20（1/4）
20（刻印）

5（1/2）

15（1/3）

1 （1/4）

1 （墨書）

11 （1/3）

2（1/4）

12（1/3）

D－ 7

D－ 8

 I － 1

 P － 39 P － 23  P － 53
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出土遺物（2）

21（1/3）

38（1/4）

22（1/3）

39（1/4）

23（1/3）

24（1/3）

25（1/3）

26（1/3）

27（1/4）
28（1/4） 29（1/4）

30（1/6）
31（1/3）

32（1/3）

33（1/4） 34（1/4）

35（1/4）

36（1/4）

37（1/4）

I － 7

I － 8  W－ 1

 W－ 3W－ 2



PL.9

出土遺物（3）

40（1/4） 41（1/4）

42（1/4）
43（1/4）

44（1/3）

（統制番号）

45（1/3）
47（1/3）

46（1/3）

48（1/3）

 遺構外（1）



PL.10

出土遺物（4）

49（1/3）
50（1/3）

51（1/3）

52（1/6）
53（1/6）

54（1/1）

55（1/3）

56（1/3）

遺構外（2）
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・
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要約

本調査区は、前橋城外曲輪車橋門の北側に位置する。調査成果として、古代と近世の遺構が主
体的に確認された。古代では 9 世紀代に帰属する溝や土坑が検出され、墨書土器も出土した。
近世では酒井氏時代の前橋城絵図に描かれた屋敷境と考えられる溝が確認されたほか、掘立柱
建物や柱穴と考えらえる多数のピット、井戸などが検出された。
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